
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
保
安
林
の
指
定
の
予
定 

（
森
林
整
備
課
）　

　

一

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
政
治
団
体
の
届
出 

一

〇
政
治
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届 

　

二

〇
政
治
団
体
の
解
散
届 

三

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
一
年
分
） 

三

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
二
年
分
） 

四

〇
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
の
公
表
（
平
成
二
十
三
年
分
） 

五

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出 

五

〇
資
金
管
理
団
体
の
届
出
事
項
の
異
動
届 

六

〇
資
金
管
理
団
体
の
指
定
取
消
し
の
届
出 

六

 
監
査
委
員

〇
定
期
監
査
等
の
結
果
の
公
表 

六

〇
財
政
的
援
助
団
体
等
の
監
査
結
果
の
公
表 

九

〇
行
政
監
査
の
結
果
の
公
表 

一
五

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
三
百
二
十
三
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の
指
定
を

す
る
予
定
で
あ
る
旨
、
農
林
水
産
大
臣
か
ら
通
知
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

　

東
松
島
市
矢
本
字
上
沢
目
五
の
二
、
六
、
七
、
八
の
一
、
九
、
一
七
、
二
五
の
一
、
二
五
の
二
、
三
五
、
五
二
、

五
三
、
一
〇
四
か
ら
一
〇
六
ま
で
、
一
三
三
の
一
二
、
一
三
三
の
一
五
か
ら
一
三
三
の
二
〇
ま
で
、
一
三
三
の
二
二
、

一
三
三
の
二
三
、
一
三
三
の
三
〇
、
一
三
三
の
三
二
か
ら
一
三
三
の
三
六
ま
で

二　

指
定
の
目
的

　
　

土
砂
の
崩
壊
の
防
備

三　

指
定
施
業
要
件

　

１　

立
木
の
伐
採
の
方
法

�
　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

�
　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林
整

備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

�
　

間
伐
に
係
る
も
の
は
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

２　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
、
期
間
及
び
樹
種

　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
）
及
び
東
松
島
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

 
選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
三
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

政
党
の
支
部

　
�
　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部
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政
治
団
体
の
名
称

代　

表　

者

の　

氏　

名

会
計
責
任
者

の　

氏　

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日



�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
�
　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
治
団
体

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

政
党
の
支
部 

�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
） 
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み
ん
な
の
党
仙
台

市
議
会
第
５
支
部

熊
澤　

孝
雄

猿
田　

啓
子

仙
台
市
太
白
区
西
多
賀
四

－

一
一－

五

〇

平
成
二
十
三
年

三
月
一
日

　

政
治
団
体
の
名
称

い
せ
英
昭
後
援
会

江
口
ま
さ
お
後
援
会

く
ま
ざ
わ
孝
雄
後
援
会

佐
々
木
ひ
で
ゆ
き
後
援

会白
石
あ
き
と
し
後
援
会

須
藤
ひ
ろ
し
後
援
会

竹
内
和
彦
後
援
会

中
川
あ
き
ら
後
援
会

長
谷
川
た
か
し
後
援
会

三
浦
邦
夫
後
援
会

代　

表　

者

の　

氏　

名

本
田　
　

寿

石
川　

格
雄

熊
澤　

孝
雄

羽
川　

喜
冨

尾
形　

昭
夫

稲
田　

政
雄

岩
佐　
　

高

袴
田　

和
由

長
谷
川　

隆

佐
々
木
弘
俊

会
計
責
任
者

の　

氏　

名

伊
勢
志
津
子

石
徹
白
和
人

猿
田　

啓
子

菅
野　
　

歩

笠
森　

俊
幸

中
村
美
代
子

竹
内
恵
美
子

鈴
木
健
太
郎

長
谷
川
る
美

佐
々
木　

悟

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

宮
城
郡
利
府
町
神
谷
沢
字
金
沢
一
二－

六
七

多
賀
城
市
八
幡
三－

一
〇－

二
七

仙
台
市
太
白
区
西
多
賀
四－

一
一－

五

仙
台
市
宮
城
野
区
萩
野
町
一－

一
〇－

二
一

黒
川
郡
富
谷
町
日
吉
台
一－

一
七－

三

黒
川
郡
富
谷
町
東
向
陽
台
三－

七－

五

亘
理
郡
山
元
町
坂
元
字
町
五
三－

一

白
石
市
字
柳
町
七
六

黒
川
郡
富
谷
町
富
ケ
丘
二－
三
一－

二

〇黒
川
郡
富
谷
町
明
石
台
五－

三
〇－
一

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
二
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
一
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
十
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
十
一
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
九
日

政
治
団
体
の
名
称

相
澤
栄
後
援
会

明
日
の
緒
絶
川
を
考
え
る

会い
し
ば
し
源
一
後
援
会

猪
股
洋
文
後
援
会

梅
津
て
る
お
後
援
会

及
川
と
も
よ
し
後
援
会

小
野
寺
善
孝
後
援
会

菊
地
恵
一
後
援
会

き
く
ち
文
博
政
経
懇
話
会

き
く
ち
文
博
連
合
後
援
会

賢
友
会

浩
泉
会

ご
と
う
正
幸
後
援
会

佐
久
間
光
洋
を
育
て
る
会

佐
々
木
ゆ
う
こ
を
育
て
る

会

異
動
事
項

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

公
職
の
候
補

者
の
氏
名
及

び
公
職
の
種

類　主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

の

氏

名

代

表

者

の

氏

名

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

新

相
澤　
　

栄

相
澤　
　

博

矢
口　

祐
喜

五
十
嵐　

勇

加
美
郡
加
美
町
字
矢
越

二
七
七－

一

大
山　
　

匡

�
橋　

美
幸

及
川　

智
義

後
藤　

征
記

木
村
信
一
朗

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町

二－

三－

五
七

衆
議
院
議
員

菊
地　

文
博
、
衆
議
院

議
員

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町

二－

三－

五
七

仙
城　

正
美

若
林　

洋
一

後
藤　

尚
志

関　
　

六
郎

佐
々
木
芳
恵

旧

奥
山　

秀
夫

奥
山　
　

保

鈴
木　

健
治

相
楽　

文
雄

加
美
郡
加
美
町
城
生
字

金
成
一
二－

二

伊
藤　

雄
一

高
橋　

茂
美

佐
田　
　

貢

蜂
谷　

悦
夫

佐
々
木
一
郎

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町

三－

五－

二
〇

参
議
院
議
員　

菊
地　

文
博
、
参
議
院

議
員

仙
台
市
宮
城
野
区
原
町

三－

五－

二
〇

堀
篭　

文
雄

佐
々
木
芳
代

齋
藤　

正
直

渡
辺　

勝
広

平
間　

佑
一

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
十
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
一
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
一
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
二
十
四
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
十
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
十
一
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
八
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
九
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
二
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
九
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
日

平
成
二
十
三
年

 

 

三
月
一
日

政
治
団
体
の
名
称

民
主
党
宮
城
県
第
６
区
総

支
部

異
動
事
項

代

表

者

の

氏

名

公
職
の
種
類

新

今
野　

東
吾

参
議
院
議
員

旧

安
住　
　

淳

衆
議
院
議
員

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
二
日



 

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
一
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
、
政
党
の
支
部
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
二
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
一
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（単
位
：
円

）

　

（資
金
管
理
団
体

）

　

斉
藤
司
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
斎
藤

司
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佐
藤
和
好
後
援
会

佐
藤
け
ん
す
け
後
援
会

（
下
増
田
の
明
日
を
考
え

る
会
）

仙
沢
会

大
日
本
救
國
防
衛
隊

�
橋
長
偉
後
援
会

只
野
九
十
九
後
援
会

ほ
り
う
ち
周
光
後
援
会

宮
城
県
不
動
産
政
治
連
盟

村
井
よ
し
ひ
ろ
を
支
援
す

る
大
崎
の
会

森
り
ょ
う
じ
後
援
会

や
つ
む
つ
お
後
援
会

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

国
会
議
員
関

係
政
治
団
体

の
区
分

（
公
職
の
種

類
）

（
公
職
の
候

補
者
の
氏
名

及
び
公
職
の

種
類
）

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

政
治
団
体

の

名

称

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

会
計
責
任
者

の

氏

名

代

表

者

の

氏

名

千
田　

清
憲

名
取
市
杉
ヶ
袋
字
築
道

一
二－

一

佐
藤　

栄
一

仙
台
市
宮
城
野
区
五
輪

二－

四－

三

国
会
議
員
関
係
政
治
団

体
以
外
の
政
治
団
体

大
崎
市
古
川
穂
波
二－

六－

一
二

佐
々
木
憲
雄

登
米
市
豊
里
町
新
田
町

一
六
九

ほ
り
う
ち
周
光
後
援
会

仙
台
市
宮
城
野
区
鉄
砲

町
二
四
六－

三

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町

三－

四－

一
八

尾
形　

憲
二

牡
渡　

正
剛

大
崎
市
古
川
三
日
町
一

－

三－

二
八

森　

ハ
ツ
子

石
橋　

徹
郎

佐
々
木
光
穂

名
取
市
杉
ヶ
袋
字
川
前

七
五

菊
地　

敬
寿

仙
台
市
青
葉
区
台
原
一

－

一
七－

三
二

法
第
十
九
条
の
七
第
一

項
第
一
号
に
係
る
国
会

議
員
関
係
政
治
団
体
か

つ
法
第
十
九
条
の
七
第

一
項
第
二
号
に
係
る
国

会
議
員
関
係
政
治
団
体

衆
議
院
議
員

澤
田　

朋
啓
、
衆
議
院

議
員

大
崎
市
古
川
稲
葉
字
亀

ノ
子
九
二－

四

佐
々
木
達
郎

登
米
市
豊
里
町
下
古
屋

二
一－

二

堀
内
周
光
後
援
会

仙
台
市
宮
城
野
区
田
子

三－

四－

一
七

仙
台
市
若
林
区
荒
町
一

四
三

松
田　

英
一

田
所　

照
章

大
崎
市
古
川
七
日
町
四

－

四
〇

�
橋　
　

忍

阿
部　

和
郎

平
成
二
十
三
年

 

三
月
十
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
七
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
二
十
八
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
四
日

平
成
二
十
三
年

 

二
月
二
十
四
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
八
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
十
一
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
二
十
四
日

平
成
二
十
三
年

 

一
月
十
二
日

所
の
所
在
地

代

表

者

の

氏

名

二－

七－

二
四

遊
佐
美
由
紀

三－

二
七－

一
一

長
池　

博
子

 

三
月
二
日

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

及
川
信
代
と　

世
紀
を
拓
く
会

21

大
沼
善
明
後
援
会

加
美
未
来
ネ
ッ
ト

加
茂
力
男
後
援
会

斉
藤
司
後
援
会

さ
の
和
夫
後
援
会

女
性
を
議
会
に
送
る
会

菅
原
勝
一
後
援
会

高
橋
み
つ
は
る
後
援
会

代
表
者
の
氏
名

菅
原　

浩
人

大
沼　

幸
衛

猪
股　

洋
文

高
橋　
　

博

斎
藤　
　

司

佐
野　

克
己

尾
出　

弘
子

菊
地
平
八
郎

高
橋　

光
治

解
散
年
月
日

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
九
日

平
成
二
十
二
年
十
二
月
六
日

平
成
二
十
三
年
三
月
三
日

平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
日

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
八
日

平
成
二
十
三
年
二
月
二
十
八
日

平
成
二
十
二
年
十
二
月
三
十
一
日

ゆ
さ
み
ゆ
き
応
援
団

主
た
る
事
務

仙
台
市
青
葉
区
東
勝
山

仙
台
市
青
葉
区
東
勝
山

平
成
二
十
三
年



資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
気
仙
沼
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
23.
3.
10

22.
12.
3

         
（         1  解

散

）

１
収
入
総
額

23,347

      

前
年
繰
越
額

23,347

      

２
支
出
総
額

0  

　

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）
大
沼
善
明
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
17

22.
12.
6

         
（          解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

さ
の
和
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
9
23.
2.
2

        
（        8  解

散

）

１
収
入
総
額

11,200

      

前
年
繰
越
額

11,200

      

２
支
出
総
額

0  

高
橋
み
つ
は
る
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
28

22.
12.
3

         
（         1  解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
三
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
二
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（単
位
：
円

）

　

（資
金
管
理
団
体

）

加
美
未
来
ネ
ッ
ト

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
猪
股
洋
文

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
加
美
町
長

報
告
年
月
日
23.
3.
3
23.
3.
3

        
（         解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

斉
藤
司
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
斎
藤

司

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
気
仙
沼
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
23.
3.
10

22.
12.
3

         
（         1  解

散

）

１
収
入
総
額

23,347

      

前
年
繰
越
額

23,347

      

２
支
出
総
額

23,347

      

３
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

23,347

      

そ
の
他
の
経
費

23,347

      

　

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）

及
川
信
代
と
21   世

紀
を
拓
く
会

報
告
年
月
日
23.
3.
29

23.
3.
2

         
（        9  解

散

）

１
収
入
総
額

3,676

     

前
年
繰
越
額

3,676

     

２
支
出
総
額

0  

大
沼
善
明
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
17

22.
12.
6

         
（          解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

加
茂
力
男
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
3
22.
11.
1

        
（         0  解

散

）

１
収
入
総
額

10,654

      

前
年
繰
越
額

10,654

      

２
支
出
総
額

10,654

      

３
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

10,654

      

組
織
活
動
費

10,654
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さ
の
和
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
9
23.
2.
2

        
（        8  解

散

）

１
収
入
総
額

11,200

      

前
年
繰
越
額

11,200

      

２
支
出
総
額

0  

女
性
を
議
会
に
送
る
会

報
告
年
月
日
23.
3.
28

23.
3.
2

         
（        8  解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

菅
原
勝
一
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
8
23.
2.
2

        
（        8  解

散

）

１
収
入
総
額

5,192

     

前
年
繰
越
額

5,192

     

２
支
出
総
額

0  

高
橋
み
つ
は
る
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
28

22.
12.
3

         
（         1  解

散

）

１
収
入
総
額

0  
２
支
出
総
額

0  

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
四
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
二
十
三
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と

お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨

（単
位
：
円

）

　

（資
金
管
理
団
体

）

加
美
未
来
ネ
ッ
ト

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
猪
股
洋
文

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
加
美
町
長

報
告
年
月
日
23.
3.
3
23.
3.
3

        
（         解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

　

（そ
の
他
の
政
治
団
体

）

及
川
信
代
と
21   世

紀
を
拓
く
会

報
告
年
月
日
23.
3.
29

23.
3.
2

         
（        9  解

散

）

１
収
入
総
額

3,676

     

前
年
繰
越
額

3,676

     

２
支
出
総
額

0  

さ
の
和
夫
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
10

23.
2.
2

         
（        8  解

散

）

１
収
入
総
額

11,200

      

前
年
繰
越
額

11,200

      

２
支
出
総
額

11,200

      

３
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

11,200

      

組
織
活
動
費

11,200

      

女
性
を
議
会
に
送
る
会

報
告
年
月
日
23.
3.
28

23.
3.
2

         
（        8  解

散

）

１
収
入
総
額

0  

２
支
出
総
額

0  

菅
原
勝
一
後
援
会

報
告
年
月
日
23.
3.
8
23.
2.
2

        
（        8  解

散

）

１
収
入
総
額

5,192

     

前
年
繰
越
額

5,192

     

２
支
出
総
額

5,192

     

３
支
出
の
内
訳

経
常
経
費

5,192

     

事
務
所
費

5,192

     

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
が
あ
っ
た
。
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平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

〇
宮
選
管
告
示
第
四
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
資
金

管
理
団
体
の
指
定
を
取
り
消
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
三
年
四
月
二
十
六
日

 

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　

佐　
　

藤　
　

健　
　

一　
　
　

�
　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

 
監
査
委
員
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資
金
管
理
団

体
の
届
出
を

し
た
者
の
氏

名　
　
　
　

熊
澤　

孝
雄

遊
佐
美
由
紀

公
職
の
種
類

仙
台
市
議
会
議
員

宮
城
県
議
会
議
員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

く
ま
ざ
わ
孝
雄
後
援

会ゆ
さ
み
ゆ
き
応
援
団

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

仙
台
市
太
白
区
西
多

賀
四－

一
一－

五

仙
台
市
青
葉
区
東
勝

山
二－

七－

二
四

代
表
者
の

氏　
　

名

熊
澤　

孝
雄

遊
佐
美
由
紀

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
一
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
二
日

資
金
管
理
団

体
の
届
出
事

項
の
異
動
の

届
出
を
し
た

者
の
氏
名　

菊
地　

文
博

澤
田　

朋
啓

公
職
の
種
類

衆
議
院
議
員

宮
城
県
議
会
議

員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

き
く
ち
文
博
政
経
懇

話
会

仙
沢
会

異　
動　
事　
項

公
職
の
種
類

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

公
職
の
種
類

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

新

衆
議
院
議
員

仙
台
市
宮
城
野
区
原

町
二－

三－

五
七

宮
城
県
議
会
議
員

仙
台
市
宮
城
野
区
五

輪
二－

四－

三

旧

参
議
院
議
員

仙
台
市
宮
城
野
区
原

町
三－

五－

二
〇

衆
議
院
議
員

仙
台
市
青
葉
区
台
原

一－

一
七－
三
二

届
出
を
し
た

者
の
氏
名　

猪
股　

洋
文

斎
藤　
　

司

公
職
の
種
類

加
美
町
長

気
仙
沼
市
議
会
議

員

資
金
管
理
団
体
の

名　
　
　
　
　

称

加
美
未
来
ネ
ッ
ト

斉
藤
司
後
援
会

主
た
る
事
務
所
の

所　
　

在　
　

地

加
美
郡
加
美
町
城
生

字
金
成
一
二－

二

気
仙
沼
市
赤
岩
水
梨

子
五
〇

代
表
者
の

氏　
　

名

猪
股　

洋
文

斉
藤　
　

司

資
金
管
理
団
体
で

な
く
な
っ
た
旨
の

届
出
年
月
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
三
日

平
成
二
十
三
年

 

三
月
十
日

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
２
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
１
項
，
第
２
項
及
び
第
４
項
の
規
定
に
よ
り
平
成
23年

１
月

か
ら
３
月
ま
で
に
実
施
し
た
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
に
係
る
定
期
監
査
等
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
23年

４
月
26日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
　々
　木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
実
施
機
関
及
び
監
査
実
施
年
月
日

監
査
実
施
機
関
 

監
査
実
施
日
　
　
　

〇
総
務
部

　
地
方
機
関

　
　
東
部
県
税
事
務
所
（
選
挙
管
理
委
員
会
東
部
地
方
支
局
を
含
む
） 

１
月
18日

　
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

１
月
18日

　
　
消
防
学
校
 

１
月
25日

〇
環
境
生
活
部

　
地
方
機
関

　
　
保
健
環
境
セ
ン
タ
ー
 

１
月
25日

　
　
食
肉
衛
生
検
査
所
 

２
月
15日

〇
保
健
福
祉
部

　
地
方
機
関

　
　
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

１
月
14日

　
　
気
仙
沼
保
健
福
祉
事
務
所
 

１
月
28日

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ
ン
タ
ー
 

２
月
18日
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拓
桃
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー
 

３
月
２
日

〇
経
済
商
工
観
光
部

　
地
方
機
関

　
　
大
阪
事
務
所
 

１
月
11日

　
　
北
部
地
方
振
興
事
務
所
 

２
月
10日

　
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所
 

２
月
４
日

　
　
東
部
地
方
振
興
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

１
月
19日

　
　
気
仙
沼
地
方
振
興
事
務
所
 

１
月
27日

　
　
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
 

２
月
22日

　
　
計
量
検
定
所
 

２
月
３
日

　
　
白
石
高
等
技
術
専
門
校
 

２
月
９
日

　
　
仙
台
高
等
技
術
専
門
校
 

３
月
３
日

　
　
石
巻
高
等
技
術
専
門
校
 

２
月
１
日

　
　
気
仙
沼
高
等
技
術
専
門
校
 

１
月
27日

　
　
松
島
公
園
管
理
事
務
所
 

２
月
14日

〇
農
林
水
産
部

　
地
方
機
関

　
　
病
害
虫
防
除
所
 

１
月
14日

　
　
仙
台
家
畜
保
健
衛
生
所
 

２
月
21日

　
　
王
城
寺
原
補
償
工
事
事
務
所
 

２
月
９
日

　
　
林
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
 

２
月
24日

〇
土
木
部

　
地
方
機
関

　
　
北
部
土
木
事
務
所
 

２
月
10日

　
　
東
部
土
木
事
務
所
 

２
月
４
日

　
　
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所
 

１
月
14日

　
　
仙
台
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
 

２
月
９
日

　
　
大
崎
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
 

３
月
８
日

　
　
栗
原
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所
 

２
月
25日

〇
警
察
本
部

　
地
方
機
関

　
　
石
巻
警
察
署
 

１
月
18日

　
　
河
北
警
察
署
 

１
月
19日

　
　
角
田
警
察
署
 

１
月
４
日

〇
教
育
庁

　
地
方
機
関

　
　
大
河
原
教
育
事
務
所
 

２
月
18日

　
　
北
部
教
育
事
務
所
 

２
月
18日

　
　
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
 

２
月
18日

　
　
図
書
館
 

２
月
９
日

　
　
美
術
館
 

２
月
２
日

　
　
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
 

２
月
３
日

　
　
東
北
歴
史
博
物
館
 

２
月
３
日

　
　
白
石
高
等
学
校
 

２
月
８
日

　
　
角
田
高
等
学
校
 

２
月
24日

　
　
石
巻
高
等
学
校
 

２
月
21日

　
　
古
川
高
等
学
校
 

３
月
７
日

　
　
築
館
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
気
仙
沼
高
等
学
校
 

２
月
１
日

　
　
白
石
女
子
高
等
学
校
 

２
月
８
日

　
　
古
川
黎
明
高
等
学
校
 

３
月
１
日

　
　
涌
谷
高
等
学
校
 

３
月
７
日

　
　
岩
ヶ
崎
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
佐
沼
高
等
学
校
 

３
月
７
日

　
　
中
新
田
高
等
学
校
 

２
月
18日

　
　
女
川
高
等
学
校
 

３
月
１
日

　
　
多
賀
城
高
等
学
校
 

２
月
18日

　
　
石
巻
西
高
等
学
校
 

２
月
15日

　
　
気
仙
沼
西
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
蔵
王
高
等
学
校
 

２
月
24日

　
　
迫
桜
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
貞
山
高
等
学
校
 

２
月
21日
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・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

302,886,354円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

566,399,962円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

869,286,316円

　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

284,776,093円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

499,141,615円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

783,917,708円

　
�
　
東
部
県
税
事
務
所
登
米
地
域
事
務
所

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
　
　
・
Ｈ
21年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

63,382,861円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

129,185,587円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

192,568,448円

　
　
　
・
Ｈ
20年

度
収
入
未
済
額

　
　
　
　
　
現
年
度
分
 

70,366,599円

　
　
　
　
　
過
年
度
分
 

124,158,082円

　
　
　
　
　
合
　
　
計
 

194,524,681円

　
�
　
食
肉
衛
生
検
査
所

　
支
出
事
務
に
お
い
て
，
不
適
切
な
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
（
内
容
）

　
複
写
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
つ
い
て
，
基
本
枚
数
ま
で
の
基
本
料
金
に
基
本
枚
数
以
内
の
実
使
用
枚
数
料
金
を
加

え
て
支
出
し
て
い
た
も
の
。

　
　
　
・
契
約
期
間

　
　
　
　
�
　
平
成
17年

４
月
１
日
～
平
成
20年

３
月
31日

　
　
　
　
�
　
平
成
20年

４
月
１
日
～
平
成
23年

３
月
31日

　
　
　
・
基
本
料
金

　
　
　
　
�
　
12,000円

（
5,000枚

ま
で
）

　
　
黒
川
高
等
学
校
 

２
月
18日

　
　
柴
田
農
林
高
等
学
校
 

２
月
18日

　
　
伊
具
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
亘
理
高
等
学
校
 

２
月
21日

　
　
加
美
農
業
高
等
学
校
 

２
月
18日

　
　
小
牛
田
農
林
高
等
学
校
 

２
月
24日

　
　
南
郷
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
水
産
高
等
学
校
 

３
月
４
日

　
　
白
石
工
業
高
等
学
校
 

２
月
８
日

　
　
石
巻
工
業
高
等
学
校
 

２
月
１
日

　
　
大
河
原
商
業
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
鹿
島
台
商
業
高
等
学
校
 

２
月
18日

　
　
一
迫
商
業
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
第
二
工
業
高
等
学
校
 

３
月
２
日

　
　
山
元
支
援
学
校
 

３
月
２
日

　
　
金
成
支
援
学
校
 

２
月
28日

　
　
古
川
支
援
学
校
 

３
月
２
日

　
　
利
府
支
援
学
校
 

３
月
２
日

　
　
迫
支
援
学
校
 

１
月
31日

　
　
支
援
学
校
岩
沼
高
等
学
園
 

３
月
２
日

　
　
古
川
黎
明
中
学
校
 

３
月
１
日

２
　
監
査
結
果

　
平
成
21年

度
及
び
平
成
22年

度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
の
事
実
が
地
方
自
治
法
第
２
条
第
14項

及
び
第

15項
の
規
定
の
趣
旨
に
沿
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
，
特
に
意
を
用
い
て
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
関
係
機
関

に
注
意
を
し
ま
し
た
。

　
な
お
，
宮
城
県
警
察
の
監
査
に
つ
い
て
は
，
犯
罪
捜
査
報
償
費
の
執
行
状
況
を
重
点
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
�
　
東
部
県
税
事
務
所

　
県
税
に
お
い
て
，
収
入
未
済
を
解
消
す
る
努
力
は
み
ら
れ
る
が
，
な
お
収
入
未
済
が
あ
っ
た
の
で
，
さ
ら
に
適

切
な
徴
収
対
策
を
講
じ
，
税
収
の
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）
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�
　
13,120円

（
8,000枚

ま
で
）

　
　
　
・
過
誤
払
期
間
　
　
平
成
17年

４
月
分
～
平
成
22年

６
月
分

　
　
　
・
過
誤
払
額
　
　
　
785,917円

　
�
　
大
崎
地
方
ダ
ム
総
合
事
務
所

　
支
出
事
務
に
お
い
て
，
不
適
切
な
も
の
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
ら
れ
た

い
。

　
　
（
内
容
）

　
平
成
21年

３
月
分
複
写
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
つ
い
て
，
請
求
書
の
請
求
者
印
の
押
印
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
，
後
で
請
求
書
を
差
し
替
え
る
こ
と
と
し
て
支
出
し
た
も
の
。
さ
ら
に
，
後
日
送
付
さ
れ
た
同
額
の
請
求
書

に
つ
い
て
，
支
出
済
み
で
あ
る
こ
と
を
失
念
し
，
再
度
支
払
い
手
続
き
を
と
っ
た
た
め
二
重
に
支
出
し
た
も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
１
件

　
　
　
・
過
誤
払
額
　
　
5,775円

　
�
　
石
巻
西
高
等
学
校

　
教
職
員
特
殊
業
務
手
当
に
お
い
て
，
不
正
受
給
が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ

ら
れ
た
い
。

　
　
（
内
容
）

　
休
日
に
部
活
動
指
導
を
行
っ
た
際
に
支
給
さ
れ
る
教
員
特
殊
業
務
手
当
（
い
わ
ゆ
る
部
活
動
指
導
手
当
）
に

つ
い
て
，
平
成
22年

４
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
，
職
員
が
指
導
の
実
態
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
指
導
を
行
っ

た
と
称
し
た
虚
偽
の
支
給
申
請
を
行
い
，
手
当
を
受
給
し
た
も
の
。

　
　
　
・
件
数
　
　
　
　
23件

　
　
　
・
支
給
金
額
　
　
55,200円

（
2,400円

／
日
）

〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
３
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
７
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
財
政
的
援
助
団
体
等
の
監
査

の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
23年

４
月
26日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
　々
　木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

１
　
監
査
実
施
団
体
及
び
監
査
実
施
年
月
日
並
び
に
事
業
概
要
等

　
　
下
記
の
と
お
り

２
　
監
査
結
果

　
　
平
成
21年

度
の
出
納
そ
の
他
の
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
，
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
下
記
の
と
お
り
で
あ
り
，
そ
の
他
の
軽
易
な
事
項
に
つ
い
て
は
各
団
体
に

注
意
を
し
ま
し
た
。

記

監
査

の
結

果
等

実
施
年
月
日

団
　
体
　
名

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
公
有
地
の
拡
大
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
, 公
共
用
等

の
取
得
，
管
理
，
処
分
及
び
工
業
団
地
の
造
成
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
50,000,000円

（
基
本
財
産
　
50,000,000円

）

　
〔
負
担
金
〕

　
　
地
方
公
共
団
体
関
係
団
体
共
済
組
合
県
負
担
金
 1,605,767円

　
　
主
要
地
方
道
大
衡
落
合
線
に
係
る
道
路
付
替
工
事
県
負
担
金

 
27,610,000円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
21年

度
末
残
高
 2,715,450,000円

　
〔
債
務
保
証
〕

　
　
債
務
保
証
契
約
に
係
る
平
成
21年

度
末
借
入
金
残
高

 
6,531,587,462円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
10．

26
宮
城
県
土
地
開
発
公
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
社
会
福
祉
事
業
の
企
画
・
調
査
・
普
及
等
，
社
会
福
祉
法
に
基

づ
く
第
一
種
及
び
第
二
種
事
業
，
社
会
福
祉
事
業
従
事
職
員
の
養

成
・
研
修
，
休
養
ホ
ー
ム
の
設
置
経
営
等
収
益
事
業
，
そ
の
他
地

域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
た
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
10,000,000円

（
基
本
金
　
11,000,000円

）

　
〔
補
助
金
〕

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
補
助
金

　
　
　
福
祉
活
動
指
導
員
設
置
費
 

 53,364,211円

　
　
　
職
員
人
件
費
  

6,220,796円

　
　
　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
 

123,059,000円

22．
10．

26
社
会
福
祉
法
人
宮
城
県

社
会
福
祉
協
議
会



第2251号　平成23年４月26日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （10）
　
　
　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
推
進
費
 

8,323,200円

　
　
　
生
活
福
祉
資
金
欠
損
補
て
ん
積
立
金
 

386,952,000円

　
　
　
要
保
護
世
帯
向
け
不
動
産
担
保
型
貸
付
事
業
費

 
7,865,000円

　
　
　
臨
時
特
例
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
事
業
 

30,120,000円

　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業
費
 
13,610,563円

　
　
　
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
入
体
制
整
備
事
業
費
 7,813,150円

　
　
　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
費
 

83,099,000円

　
　
　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業
費
 

7,816,000円

　
　
介
護
福
祉
士
等
修
学
資
金
貸
付
事
業
費
補
助
金

 
1,026,000,000円

　
　
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
推
進
事
業
費
補
助
金
 46,484,299円

　
　
み
や
ぎ
シ
ニ
ア
カ
レ
ッ
ジ
運
営
事
業
費
補
助
金
 32,792,223円

　
〔
負
担
金
〕

　
　
宮
城
県
社
会
福
祉
大
会
負
担
金
 

85,960円

　
　
里
親
委
託
等
の
自
立
を
祝
う
会
負
担
金
 

180,000円

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
船
形
コ
ロ
ニ
ー
外
９
施
設
 

2,534,052,500円

３
　
監
査
の
結
果

�
　
社
会
福
祉
施
設
内
に
お
い
て
，
盗
難
事
件
等
が
認
め
ら
れ
た

の
で
，
今
後
再
発
し
な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

�
　
生
活
福
祉
資
金
貸
付
金
償
還
金
に
多
額
の
収
入
未
済
が
認
め

ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
地
域
の
振
興
と
青
少
年
の
健
全
育
成
を
図
る
た
め
，
大
航
海
時

代
の
歴
史
的
事
績
及
び
船
舶
・
海
洋
に
関
す
る
学
習
・
体
験
の
場

の
提
供
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
500,000,000円

（
基
本
財
産
　
1,013,898,600円

）

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
慶
長
使
節
船
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
 

187,000,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
10．

27
公
益
財
団
法
人
慶
長
遣

欧
使
節
船
協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
漁
船
の
航
行
安
全
及
び
操
業
効
率
を
高
め
る
こ
と
に
よ
り
漁
船

漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
，
漁
業
無
線
局
の
管
理
運
営
等
を

行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

22．
10．

27
社
団
法
人
宮
城
県
漁
業

無
線
公
社

　
〔
出
資
金
〕

　
　
100,000,000円

（
出
資
金
総
額
　
230,050,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

　
正
味
財
産
が
出
資
金
総
額
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
財
務

内
容
の
健
全
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
，
同
種
団
体
と
の

統
合
も
含
め
法
人
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
中
核
的
な
産
業
支
援
機
関
と
し
て
中
小
企
業
等
の
創
業
・
経
営

革
新
の
促
進
及
び
経
営
基
盤
の
強
化
等
を
図
る
た
め
，
新
事
業
・

経
営
革
新
等
支
援
事
業
，
産
学
官
連
携
・
研
究
開
発
支
援
事
業
，

資
金
支
援
事
業
，
受
発
注
取
引
支
援
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
198,851,594円

（
基
本
財
産
　
222,351,594円

）

　
〔
補
助
金
〕

　
　
中
小
企
業
経
営
資
源
強
化
対
策
費
補
助
金
 
234,741,637円

　
　
設
備
資
金
貸
付
事
業
補
助
金
 

15,242,000円

　
　
中
心
市
街
地
商
業
活
性
化
推
進
事
業
費
補
助
金
 2,090,600円

　
　
宮
城
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会
運
営
費
補
助
事
業
補
助
金

 
2,455,459円

　
　
宮
城
県
新
分
野
進
出
等
機
械
類
貸
与
利
子
補
給
金
 151,637円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
中
小
企
業
経
営
基
盤
強
化
支
援
資
金
貸
付
金
 335,000,000円

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
21年

度
末
残
高

　
　
　
設
備
資
金
貸
付
事
業
貸
付
金
 

433,640,000円

　
　
　
設
備
貸
与
事
業
貸
付
金
 

615,578,900円

　
　
　
機
械
類
貸
与
事
業
貸
付
金
 

1,573,172,800円

　
　
　
企
業
振
興
投
資
育
成
事
業
貸
付
金
 

178,250,000円

　
　
　
宮
城
・
仙
台
富
県
チ
ャ
レ
ン
ジ
応
援
基
金
事
業
貸
付
金

 
4,290,000,000円

　
　
　
新
事
業
支
援
事
業
貸
付
金
 

349,999,581円

　
〔
損
失
補
償
〕

　
　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
21年

度
末
借
入
金
残
高

 
464,081,015円

３
　
監
査
の
結
果

    機
械
設
備
貸
与
事
業
等
に
お
い
て
，
延
滞
未
収
金
が
認
め
ら
れ

た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

22．
11．

16
財
団
法
人
み
や
ぎ
産
業

振
興
機
構

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
産
業
振
興
推
進
の
た
め
，
国
際
見
本
市
，
展
示
会
，
イ
ベ
ン
ト

22．
11．

16
財
団
法
人
み
や
ぎ
産
業

交
流
セ
ン
タ
ー
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の
開
催
及
び
産
業
情
報
の
提
供
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
900,000,000円

（
基
本
財
産
　
1,779,000,000円

）

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
み
や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン
タ
ー
（
利
用
料
金
に
よ
る
管
理
運
営
）

　
　
　
展
示
ホ
ー
ル
床
面
ク
ラ
ッ
ク
補
修
負
担
金
 
1,386,000円

　
　
　
タ
ラ
ッ
プ
改
修
等
安
全
対
策
工
事
負
担
金
 
2,992,500円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
鉄
道
事
業
法
に
基
づ
く
第
一
種
鉄
道
事
業
者
と
し
て
，
仙
台
空

港
ア
ク
セ
ス
線
の
運
行
・
管
理
を
主
事
業
と
し
て
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
3,769,000,000円

（
資
本
金
　
7,129,000,000円

）

　
〔
補
助
金
〕

　
　
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
環
境
整
備
促
進
事
業
費
補
助
金

 
84,866,752円

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
21年

度
末
残
高
 7,859,000,000円

　
〔
損
失
補
償
〕

　
　
損
失
補
償
契
約
に
係
る
平
成
21年

度
末
借
入
金
残
高

 
8,829,300,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
 繰
越
欠
損
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
県
と
連
携
し
，
県

策
定
の
「
改
革
支
援
プ
ラ
ン
・
行
動
計
画
」
の
着
実
な
実
行
を
図

り
，
経
営
改
善
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

22．
11．

16
仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会

社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
畜
産
業
を
営
む
者
の
経
営
及
び
畜
産
業
を
営
む
者
が
組
織
す
る

団
体
の
運
営
指
導
，
家
畜
管
理
等
の
技
術
的
支
援
，
畜
産
物
の
価

格
安
定
対
策
品
質
改
善
な
ど
畜
産
振
興
の
た
め
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
147,500,000円

（
基
本
財
産
　
263,150,000円

）

　
〔
補
助
金
〕

　
　
畜
産
物
衛
生
環
境
整
備
円
滑
化
事
業
補
助
金
 
8,237,500円

　
　
肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
生
産
者
積
立
補
助
金
 68,837,575円

22．
11．

16
社
団
法
人
宮
城
県
畜
産

協
会

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
貿
易
促
進
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
等
の
た
め
，
仙
台
港
国

際
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
輸
入
関
連
基

盤
施
設
の
管
理
運
営
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
710,000,000円

（
資
本
金
　
2,187,500,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

　
繰
越
欠
損
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
経
営
改
善
５
カ
年

計
画
の
着
実
な
実
行
を
図
り
，経
営
改
善
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

22．
12．

14
株
式
会
社
仙
台
港
貿
易

促
進
セ
ン
タ
ー

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
仙
台
港
臨
港
地
区
内
に
お
け
る
物
流
の
海
と
陸
と
の
結
節
点
と

し
て
中
心
的
機
能
を
果
た
す
た
め
，
荷
扱
場
・
保
管
庫
・
事
務
室

等
の
賃
貸
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
153,000,000円

（
資
本
金
　
568,940,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
12．

14
仙
台
港
流
通
タ
ー
ミ
ナ

ル
株
式
会
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
建
築
物
の
質
の
向
上
と
安
全
性
の
確
保
を
図
り
，
住
宅
に
関
す

る
知
識
の
啓
蒙
及
び
相
談
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
10,000,000円

（
基
本
財
産
　
30,000,000円

）

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
12．

16
財
団
法
人
宮
城
県
建
築

住
宅
セ
ン
タ
ー

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
仙
台
空
港
に
お
け
る
航
空
貨
物
取
扱
施
設
を
設
置
運
営
し
て
お

り
，
輸
出
入
貨
物
等
の
荷
役
・
保
管
及
び
貨
物
取
扱
施
設
の
賃
貸

等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
395,000,000円

（
資
本
金
　
1,437,500,000円

）

　
〔
補
助
金
〕

22．
12．

16
仙
台
エ
ア
カ
ー
ゴ
タ
ー

ミ
ナ
ル
株
式
会
社
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仙
台
空
港
貨
物
地
区
安
全
対
策
整
備
事
業
補
助
金

 
7,000,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
繰
越
欠
損
金
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
，
更
な
る
経
営
改
善

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
向
上
を
図
る
た

め
，
各
種
ス
ポ
ー
ツ
振
興
啓
発
普
及
事
業
，
自
転
車
競
技
場
管
理

運
営
事
業
及
び
県
営
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
管
理
運
営
事
業
等
を
行
っ

て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
250,000,000円

（
基
本
財
産
　
500,000,000円

）

　
〔
補
助
金
〕

　
　
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
費
補
助
金

 
1,646,486円

　
　
グ
ラ
ン
デ
ィ
・
21フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
補
助
金

 
9,000,000円

　
　
宮
城
県
自
転
車
競
技
場
運
営
事
業
補
助
金
 

8,601,350円

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
総
合
運
動
公
園
外
２
施
設
 

641,775,250円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
12．

21
財
団
法
人
宮
城
県
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
地
方
公
共
団
体
等
が
行
う
公
共
事
業
の
円
滑
で
効
率
的
な
執
行

を
補
完
支
援
す
る
た
め
，
建
設
に
関
す
る
積
算
・
調
査
設
計
を
行

う
と
と
も
に
公
園
の
管
理
運
営
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
16,000,000円

（
基
本
財
産
　
44,061,800円

）

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
岩
沼
海
浜
緑
地
外
２
施
設
 

69,222,726円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
12．

21
社
団
法
人
宮
城
県
建
設

セ
ン
タ
ー

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
仙
台
空
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
を
所
有
し
，
航
空
会
社
及
び

事
業
者
に
対
す
る
貸
室
業
並
び
に
航
空
旅
客
に
対
す
る
役
務
の
提

供
を
行
っ
て
い
る
。

22．
12．

22
仙
台
空
港
ビ
ル
株
式
会

社

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
1,372,500,000円

（
資
本
金
　
3,200,000,000円

）

　
〔
貸
付
金
〕

　
　
長
期
貸
付
金
に
係
る
平
成
21年

度
末
残
高

　
　
　
仙
台
空
港
新
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
資
金

 
1,500,000,000円

　
　
　
仙
台
空
港
国
際
線
・
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
建
設
資
金

 
251,200,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
国
際
交
流
及
び
協
力
に
関
す
る
幅
広
い
活
動
を
促
進
す
る
た

め
，
国
際
交
流
に
関
す
る
啓
発
普
及
・
調
査
研
究
及
び
国
際
交
流

団
体
の
指
導
育
成
・
連
絡
連
携
に
関
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
750,000,000円

（
基
本
財
産
　
1,043,910,000円

）

　
〔
補
助
金
〕

　
　
国
際
交
流
事
業
補
助
金
 

39,742,000円

　
　
海
外
移
住
者
援
護
事
業
補
助
金
（
海
外
宮
城
県
人
会
助
成
金
）

 
1,900,000円

　
　
宮
城
海
外
研
修
員
会
館
管
理
運
営
事
業
補
助
金
 2,300,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

22．
12．

22
財
団
法
人
宮
城
県
国
際

交
流
協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
良
好
な
環
境
及
び
健
康
な
生
活
を
維
持
す
る
た
め
，
廃
棄
物
の

処
理
及
び
再
生
に
関
す
る
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

　
　
50,000,000円

（
基
本
財
産
　
150,296,066円

）

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

23．
1．
11

財
団
法
人
宮
城
県
環
境

事
業
公
社

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
地
方
独
立
行
政
法
人
法
に
基
づ
き
大
学
を
設
置
運
営
し
て
い

る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
出
資
金
〕

23．
1．
11

公
立
大
学
法
人
宮
城
大

学
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15,477,213,826円

（
資
本
金
　
15,477,213,826円

）

　
〔
交
付
金
〕

　
　
公
立
大
学
法
人
宮
城
大
学
運
営
費
交
付
金
 
1,971,809,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
特
別
支
援
学
校
を

設
置
運
営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
私
立
学
校
特
別
支
援
教
育
教
育
費
補
助
金
 
104,040,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

22．
12．

15
学
校
法
人
明
和
学
園

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
幼
稚
園
，
小
学
校
，

中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
設
置
運
営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
私
立
学
校
運
営
費
補
助
金
 

420,714,000円

　
　
私
立
学
校
特
別
支
援
教
育
教
育
費
補
助
金
 

6,272,000円

　
　
私
立
学
校
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
補
助
金
 
1,660,000円

　
　
私
立
高
等
学
校
授
業
料
軽
減
事
業
補
助
金
 

8,595,000円

　
　
私
立
学
校
緊
急
環
境
整
備
費
補
助
金
 

345,000円

　
　
結
核
検
診
補
助
金
 

67,923円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

22．
12．

22
学
校
法
人
白
百
合
学
園

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
幼
稚
園
，
小
学
校
，

中
学
校
及
び
高
等
学
校
を
設
置
運
営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
私
立
学
校
運
営
費
補
助
金
 

361,319,000円

　
　
私
立
学
校
特
別
支
援
教
育
教
育
費
補
助
金
 

2,352,000円

　
　
私
立
学
校
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
補
助
金
 
2,280,000円

　
　
私
立
高
等
学
校
授
業
料
軽
減
事
業
補
助
金
 
10,756,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

23．
1．
14

学
校
法
人
聖
ウ
ル
ス
ラ

学
院

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
幼
稚
園
及
び
専
修

学
校
を
設
置
運
営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
私
立
学
校
運
営
費
補
助
金
 

79,214,000円

　
　
私
立
学
校
特
別
支
援
教
育
教
育
費
補
助
金
 

1,568,000円

　
　
私
立
幼
稚
園
特
別
支
援
教
育
教
育
費
補
助
金
 

392,000円

　
　
私
立
学
校
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
補
助
金
 
4,080,000円

　
　
私
立
学
校
緊
急
環
境
整
備
費
補
助
金
 

525,000円

　
　
福
祉
・
介
護
人
材
確
保
事
業
補
助
金
 

3,266,104円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

23．
1．
14

学
校
法
人
菅
原
学
園

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
教
育
基
本
法
及
び
学
校
教
育
法
に
基
づ
き
，
幼
稚
園
を
設
置
運

営
し
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
私
立
学
校
運
営
費
補
助
金
 

76,392,000円

　
　
私
立
学
校
特
別
支
援
教
育
教
育
費
補
助
金
 

3,136,000円

　
　
私
立
学
校
教
育
改
革
推
進
特
別
経
費
補
助
金
 
3,680,000円

　
　
私
立
学
校
緊
急
環
境
整
備
費
補
助
金
 

244,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

23．
1．
14

学
校
法
人
富
沢
学
園

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
，
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
（
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
），
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
（
保
育
所
）
を
実
施
し
て
い

る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
事
務
費
補
助
金
 

31,962,480円

　
　
民
間
社
会
福
祉
施
設
整
備
資
金
借
入
金
利
子
補
給

 
1,820,000円

　
　
結
核
検
診
等
補
助
金
 

8,614円

３
　
監
査
の
結
果

　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
事
務
費
補
助
金
に
お
い
て
交
付
条
件
違
反
等

が
認
め
ら
れ
た
の
で
，
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
。

22．
12．

15
社
会
福
祉
法
人
新
生
会
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１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
社
会
福
祉
法
に
基
づ
く
第
１
種
社
会
福
祉
事
業
（
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
，
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
）
及
び
第
二
種
社
会
福
祉
事
業

（
認
知
症
対
応
型
老
人
共
同
生
活
援
助
事
業
等
）
を
実
施
し
て
い

る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
事
務
費
補
助
金
 

64,644,960円

　
　
結
核
検
診
等
補
助
金
 

20,542円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

23．
1．
13

社
会
福
祉
法
人
鶴
寿
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
各
地
区
商
工
会
の
相
談
，
指
導
及
び
連
絡
調
整
を
行
い
，
商
工

業
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
補
助
金
〕

　
　
小
規
模
事
業
経
営
支
援
事
業
費
補
助
金
 
1,513,296,280円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

23．
1．
23

宮
城
県
商
工
会
連
合
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
一
般
県
民
等
に
対
し
て
森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発
及
び
調
査
研

究
に
関
す
る
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
県
民
の
森
外
２
施
設
 

61,550,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

23．
1．
18

特
定
非
営
利
活
動
法
人

宮
城
県
森
林
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
建
物
の
清
掃
及
び
管
理
等
を
請
け
負
い
，
県
営
住
宅
の
管
理
運

営
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
県
営
住
宅
等
 

114,830,899円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

23．
1．
18

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株

式
会
社

１
　
 団
体
の
事
業
概
要

23．
1．
19

社
会
福
祉
法
人
宮
城
県

　
社
会
福
祉
法
に
基
づ
き
，
第
一
種
社
会
福
祉
事
業
（
母
子
生
活

支
援
施
設
等
）
及
び
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
（
保
育
所
等
）
を
行
っ

て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
さ
く
ら
ハ
イ
ツ
 

57,338,000円

　
　
宮
城
県
コ
ス
モ
ス
ハ
ウ
ス
 

53,657,584円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

福
祉
事
業
協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
視
覚
障
害
者
の
福
祉
向
上
の
理
念
に
基
づ
き
，
社
会
人
と
し
て

自
立
更
生
す
る
た
め
の
援
助
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
視
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
 

51,107,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

23．
1．
19

財
団
法
人
宮
城
県
視
覚

障
害
者
福
祉
協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
県
内
の
ボ
ー
ト
の
普
及
，
発
展
及
び
競
技
力
向
上
を
図
り
，
宮

城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
の
管
理
運
営
事
業
等
を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場
 

10,700,000円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
公
表
す
べ
き
指
摘
事
項
は
な
か
っ
た
。

23．
1．
20

宮
城
県
ボ
ー
ト
協
会

１
　
団
体
の
事
業
概
要

　
特
定
建
設
業
者
と
し
て
機
械
設
備
工
事
等
を
請
け
負
い
，
県
が

設
置
す
る
鳴
瀬
川
及
び
吉
田
川
流
域
下
水
道
の
管
理
運
営
事
業
等

を
行
っ
て
い
る
。

２
　
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容

　
〔
公
の
施
設
の
管
理
〕

　
　
鳴
瀬
川
流
域
下
水
道
施
設
及
び
吉
田
川
流
域
下
水
道
施
設

 
523,775,296円

３
　
監
査
の
結
果

　
　
県
の
援
助
等
の
趣
旨
に
沿
っ
て
執
行
さ
れ
て
い
た
。

23．
1．
20

石
垣
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株

式
会
社

（
注
）
県
の
財
政
的
援
助
等
の
内
容
の
「
出
資
金
」
は
，
平
成
21年

度
末
に
お
け
る
出
資
金
総
額
を
示
し
，「
補

助
金
」，「
貸
付
金
」
及
び
「
公
の
施
設
の
管
理
」
等
は
，
平
成
21年

度
に
お
け
る
支
出
額
等
を
示
し
て
い
る
。



（15）　 平成23年４月26日　火曜日 宮　　城　　県　　公　　報 第2251号　　 
〇
宮
城
県
監
査
委
員
告
示
第
４
号

　
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

）
第
199条

第
２
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
「
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い

て
（
指
定
管
理
者
制
度
を
中
心
と
し
て
）」
に
係
る
監
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
平
成
23年

４
月
26日

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
内
　
　
海
　
　
　
　
　
太
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
佐
　々
　木
　
　
敏
　
　
克
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
遊
　
　
佐
　
　
勘
左
衛
門
　
　
　

 
宮
城
県
監
査
委
員
　
　
工
　
　
藤
　
　
鏡
　
　
子
　
　
　

第
１
　
監
査
の
概
要

　
１
　
監
査
の
テ
ー
マ

　
　
　
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
（
指
定
管
理
者
制
度
を
中
心
と
し
て
）

　
２
　
監
査
の
趣
旨

　
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
，
平
成
24年

３
月
に
は
そ
の
多
く
の
施
設
に
お
い
て

指
定
管
理
期
間
が
満
了
す
る
た
め
，
平
成
23年

度
に
は
次
期
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て
の
選
定
手
続
き
を
予
定
し

て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
，
本
監
査
は
，
地
方
自
治
法
（
昭
和
22年

法
律
第
67号

。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
199条

第

２
項
の
規
定
に
基
づ
き
，
こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
る
公
の
施
設
の
管
理
に
つ
い
て
，
制
度
導
入
の
効

果
や
課
題
な
ど
を
検
証
し
，
今
後
の
指
定
管
理
者
制
度
の
適
正
か
つ
円
滑
な
運
営
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
３
　
監
査
対
象
機
関

�
　
行
政
経
営
推
進
課

�
　
公
の
施
設
（
直
営
等
の
施
設
を
含
む
。）
及
び
該
当
施
設
を
所
管
す
る
課
（
室
）

�
　
公
の
施
設
を
管
理
す
る
指
定
管
理
者
（
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
42団

体
に
対
し

て
，
法
第
199条

第
８
項
の
規
定
に
よ
る
関
係
人
調
査
と
し
て
実
施
。）

　
４
　
実
施
期
間

　
　
　
平
成
22年

11月
か
ら
平
成
23年

３
月
ま
で

　
５
　
重
点
調
査
事
項

　
　
�
　
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

　
　
�
　
指
定
管
理
者
の
募
集

　
　
�
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
　
�
　
指
定
管
理
期
間

　
　
�
　
指
定
管
理
料

　
　
�
　
指
定
管
理
者
の
事
務
引
継

　
　
�
　
個
人
情
報
の
保
護

　
　
�
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

　
　
�
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
効
果
と
公
の
施
設
の
今
後

第
２
　
監
査
の
結
果
と
意
見

　
１
　
本
県
の
状
況

　
　
�
　
公
の
施
設

　
「
公
の
施
設
」
は
，
法
第
244条

の
規
定
に
よ
り
「
住
民
の
福
祉
を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ
て
そ
の
利
用
に

供
す
る
た
め
の
施
設
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
，
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
363施

設
（
県
営
住
宅
255施

設
を
含

む
。
以
下
同
じ
。）
と
な
っ
て
い
る
。

　
公
の
施
設
に
つ
い
て
は
，「
指
定
管
理
者
制
度
運
用
指
針
」（
平
成
20年

７
月
９
日
策
定
。
以
下
「
運
用
指
針
」

と
い
う
。）
に
お
い
て
，
そ
の
設
置
目
的
等
を
踏
ま
え
て
常
に
必
要
性
等
の
検
証
を
行
い
，
必
要
に
応
じ
て
，

廃
止
，
民
間
移
譲
又
は
地
方
独
立
行
政
法
人
化
を
検
討
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
ほ
か
，
直
営
施
設
は
，
随
時
，

直
営
の
合
理
性
を
検
証
す
る
と
と
も
に
，
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
可
能
性
を
検
討
し
，
制
度
導
入
可
能
な
も

の
に
つ
い
て
順
次
移
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

　
表
１
　
施
設
種
別
毎
の
公
の
施
設
数

 
（
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
）　

　
※
　
施
設
種
別
は
，
総
務
省
調
査
の
分
類
に
よ
る
。

　
　
�
　
指
定
管
理
者
制
度

　
　
　
イ
　
制
度
の
導
入
状
況

　
平
成
15年

６
月
13日

に
公
布
さ
れ
た
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
15年

法
律
第
81号

）

で
は
，
改
正
前
の
法
第
244条

の
２
第
３
項
の
規
定
に
基
づ
き
管
理
委
託
を
行
っ
て
い
た
公
の
施
設
に
つ
い

て
は
，
こ
の
法
律
の
施
行
後
３
年
以
内
に
当
該
公
の
施
設
の
管
理
に
関
す
る
条
例
を
改
正
し
，
原
則
と
し
て
，

公
の
施
設
は
自
ら
が
直
接
管
理
を
行
う
か
指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
を
行
う
か
の
い
ず
れ
か
に
よ
る
こ
と
と

計
社
会
福
祉

施
　
　
設

文
教
施
設

基
盤
施
設

（
下
水
道
，県

営
住
宅
等
）

産
業
振
興

施
　
　
設

レクリェーション・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

区
　
　
　
分

118
17

6
80

1
14

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設

88
15

4
54

1
14

う
ち
公
募

215
0

0
215

0
0

管
理
代
行
制
度
導
入
施
設

30
8

14
7

1
0

直
営
に
よ
る
施
設

363
25

20
302

2
14

計
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等
に
期
間
を
要
す
る
場
合
は
５
年
」
と
し
て
当
該
施
設
の
所
管
部
局
等
の
長
が
定
め
る
こ
と
を
可
能
と
し

た
。
ま
た
，「
指
定
管
理
者
に
多
大
な
リ
ス
ク
を
負
わ
せ
る
等
，
５
年
を
超
え
る
べ
き
特
別
の
理
由
が
あ

る
場
合
は
，
当
該
施
設
の
所
管
部
局
等
の
長
が
総
務
部
長
に
協
議
の
上
，
相
当
期
間
を
指
定
期
間
と
し
て

設
定
」
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
�
　
指
定
管
理
者
候
補
の
選
定
組
織

　
指
定
管
理
者
の
候
補
を
選
定
す
る
た
め
の
選
定
委
員
会
（
以
下
「
選
定
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
委
員

に
つ
い
て
，
基
本
的
な
考
え
方
で
は
「
部
局
内
の
職
員
で
構
成
す
る
組
織
を
基
本
と
し
，
特
別
な
理
由
が

あ
る
場
合
に
限
り
，
外
部
有
識
者
等
で
構
成
す
る
選
定
組
織
を
設
置
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た

が
，
選
定
の
透
明
性
，
客
観
性
及
び
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
向
上
等
の
た
め
に
「
有
識
者
等
の
外
部

委
員
の
登
用
」
を
義
務
付
け
た
。
ま
た
，
選
定
委
員
会
の
う
ち
「
部
局
ご
と
に
設
置
す
る
選
定
委
員
会

（
以
下
「
部
局
等
委
員
会
」
と
い
う
。）
の
委
員
の
構
成
は
５
～
６
人
を
基
本
と
し
，
８
人
を
上
限
」
と

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
�
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

※

　
指
定
管
理
者
が
行
う
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
，
運
用
指
針
で
は
「
指
定
管
理
者
か
ら
提
出
さ
れ
る

事
業
報
告
書
を
基
に
，
毎
年
度
の
活
動
内
容
を
評
価
し
て
，
翌
年
度
以
降
の
効
率
的
，
効
果
的
な
施
設
管

理
に
活
か
す
」
こ
と
と
し
て
い
た
が
，
評
価
等
の
具
体
的
な
方
法
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
，

平
成
21年

２
月
27日

に
「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
に
関
す
る
指
針
」（
以

下
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
指
針
」
と
い
う
。）
を
制
定
し
，
平
成
21年

度
以
降
の
指
定
管
理
業
務
か
ら
適
用

す
る
こ
と
と
し
た
。

※
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
：
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
は
，
施
設
所
管
課
が
指
定
管
理
者
の
行
う
公
の
施
設
の

管
理
運
営
業
務
が
年
度
事
業
計
画
書
，
協
定
書
及
び
仕
様
書
に
基
づ
き
，
適
正
に
実
施
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
定
期
又
は
随
時
に
実
施
す
る
点
検
及
び
確
認
を
い
い
，
評
価
と
は
，
指
定

管
理
者
が
行
う
評
価
対
象
年
度
に
お
け
る
管
理
運
営
等
の
実
績
に
対
す
る
自
己
評
価
及
び
施
設
所
管
課

が
行
う
指
定
管
理
者
の
自
己
評
価
に
対
す
る
評
価
を
い
う
。

　
２
　
重
点
調
査
事
項

　
　
�
　
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

　
　
　
イ
　
有
識
者
等
外
部
委
員
の
登
用
及
び
選
定
委
員
の
構
成

　
平
成
20年

７
月
に
運
用
指
針
を
制
定
し
，
選
定
委
員
会
の
委
員
構
成
に
お
い
て
有
識
者
等
外
部
委
員
の
登

用
を
義
務
付
け
た
の
は
，
指
定
管
理
者
候
補
の
選
定
の
透
明
性
及
び
客
観
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
評
価
で
き

る
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
結
果
，
部
局
等
委
員
会
の
６
委
員
会
で
は
有
識
者
等
外
部
委
員
が
そ
れ
ぞ
れ
１
～
２
人
登
用
さ
れ
て

お
り
，
そ
の
う
ち
２
委
員
会
で
は
次
回
の
指
定
管
理
者
募
集
の
際
に
は
有
識
者
等
外
部
委
員
の
登
用
人
数
を

な
っ
た
。

　
本
県
に
お
い
て
は
，
平
成
16年

度
に
「
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
手
続
等
に
関
す
る
条

例
」（
平
成
16年

宮
城
県
条
例
第
43号

。
以
下
「
手
続
条
例
」
と
い
う
。）
及
び
同
施
行
規
則
を
施
行
し
，
平

成
17年

度
か
ら
６
施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
た
。
平
成
18年

度
に
は
327施

設
，
平
成
19

年
度
に
は
１
施
設
を
導
入
し
て
お
り
，
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
は
118施

設
（
県
営
住
宅
215施

設
に
つ
い
て
は
，
平
成
21年

度
か
ら
管
理
代
行
制
度
を
導
入
。）
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
，
直
営
の
施
設
は
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
30施

設
と
な
っ
て
い
る
。

　
表
２
　
施
設
種
別
毎
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
状
況

　
※
　
主
な
減
は
，
県
営
住
宅
の
う
ち
215施

設
が
平
成
21年

４
月
か
ら
管
理
代
行
制
度
へ
移
行
し
た
こ
と
に
よ
る
。 

　
　
　
ロ
　
制
度
の
改
正
状
況

　
平
成
17年

度
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
際
し
て
は
「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な

考
え
方
」（
以
下
「
基
本
的
な
考
え
方
」
と
い
う
。）
を
平
成
17年

３
月
14日

に
制
定
し
た
が
，
導
入
し
て
３

年
後
の
平
成
20年

度
に
は
，
制
度
運
用
後
の
課
題
等
に
対
応
す
る
た
め
，
新
た
に
運
用
指
針
を
策
定
し
て
い

る
。
そ
の
主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
�
　
指
定
管
理
者
の
募
集

　
公
募
を
行
わ
な
い
相
当
な
理
由
が
あ
る
も
の
の
取
扱
い
に
つ
い
て
，
基
本
的
な
考
え
方
で
は
「
政
策
・

財
政
会
議
に
諮
っ
た
上
で
決
定
」
と
し
て
い
た
が
，
事
務
の
効
率
化
を
図
る
た
め
「
施
設
の
所
管
部
局
等

の
長
が
総
務
部
長
に
協
議
し
て
非
公
募
」
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

　
　
　
　
�
　
指
定
管
理
期
間
の
設
定

　
指
定
管
理
期
間
に
つ
い
て
，
基
本
的
な
考
え
方
で
は
「
社
会
福
祉
施
設
は
５
年
，
そ
れ
以
外
の
施
設
は

３
年
」
を
基
本
と
し
て
い
た
が
，
職
員
の
雇
用
問
題
や
自
主
事
業
の
定
着
化
等
を
考
慮
し
，「
施
設
の
維

持
管
理
が
主
た
る
業
務
の
場
合
は
３
年
，
業
務
内
容
に
相
当
な
専
門
性
が
認
め
ら
れ
，
人
材
の
育
成
確
保

累
　
　
計

計
社
会
福
祉

施
　
　
設

文
教
施
設

基
盤
施
設

（
下
水
道
，県

営
住
宅
等
）

産
業
振
興

施
　
　
設

レクリェーション・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

区
　
　
分

  6
  6増

  1増
  1増

－
－

  4増
Ｈ
17

333
327増

 16増
  5増

295増
  1増

 10増
Ｈ
18

333
 0

  1減
－

  1増
－

－
Ｈ
19

333
－

－
－

－
－

－
Ｈ
20

118
215減

  1増
－

216減
※

－
－

Ｈ
21

118
118

17
 6

80
 1

14
Ｈ
22.4.1現

在
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増
や
す
予
定
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
，
必
要
に
応
じ
て
個
別
の
施
設
条
例
に
お
い
て
設
置
さ
れ
る
選
定
委
員
会
（
以
下
「
個
別
委
員
会
」

と
い
う
。）
は
３
委
員
会
あ
り
，
委
員
５
～
７
人
の
う
ち
有
識
者
等
外
部
委
員
は
４
～
５
人
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
，
下
水
道
施
設
に
お
い
て
は
，
次
回
募
集
の
際
に
個
別
委
員
会
を
設
置
す
る
予
定
と
し
て
い
る
。

　
指
定
管
理
者
の
選
考
過
程
に
つ
い
て
は
，
運
用
指
針
に
基
づ
き
「
指
定
管
理
者
の
選
定
に
係
る
情
報
公
開

に
つ
い
て
」
を
作
成
し
て
県
民
に
情
報
公
開
し
て
い
る
が
，
よ
り
透
明
性
，
客
観
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
，

外
部
委
員
を
よ
り
一
層
積
極
的
に
登
用
す
る
よ
う
検
討
す
る
と
と
も
に
，
施
設
に
よ
っ
て
は
そ
の
特
殊
性
に

配
慮
し
，
業
務
内
容
等
に
精
通
す
る
者
の
登
用
が
可
能
と
な
る
個
別
委
員
会
を
活
用
す
る
こ
と
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
，
選
定
委
員
会
に
お
け
る
女
性
委
員
（
県
職
員
は
除
く
。）
の
登
用
状
況
を
見
る
と
，
９
委
員
会

の
う
ち
女
性
委
員
を
登
用
し
て
い
る
の
は
４
委
員
会
（
44.4％

）
に
と
ど
ま
り
，
県
の
審
議
会
等
に
お
け
る

女
性
委
員
を
含
む
審
議
会
等
の
比
率
95.4％

（
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
）
を
大
幅
に
下
回
っ
て
い
る
。
ま

た
，
有
識
者
等
外
部
委
員
の
う
ち
女
性
委
員
の
登
用
率
は
31.8％

と
な
っ
て
お
り
，
県
の
目
標
値
40％

※を

下
回
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
今
後
，
有
識
者
等
外
部
委
員
の
委
嘱
の
際
に
は
，
女
性
委
員
の
登
用
に
つ
い
て
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
た
い
。

※
　
「
宮
城
県
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」（
平
成
15年

３
月
策
定
）
に
定
め
る
県
の
審
議
会
等
に
お
け
る

女
性
委
員
の
割
合
の
目
標
値
。

　
表
３
　
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
種
別
毎
の
直
近
開
催
時
の
委
員
会
の
構
成
人
数

 
　
構
　
成
　
人
　
数
　
�

委
　
員
　
会
　
名

種　　別

�
の
う
ち
女
性
委
員
�

�
の
う
ち
有
識

者
等
外
部
委
員

�
�
の
う
ち
県
職
員
を

除
く
女
性
委
員
�1

1
　
1

　
6

環
境
生
活
部
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会

部局等委員会

1
2

2
　
7

保
健
福
祉
部
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会

0
0

2
　
5

経
済
商
工
観
光
部
指
定
管
理
者

選
定
委
員
会

0
0

1
　
6

農
林
水
産
部
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会

0
0

　
1

　
8

土
木
部
指
定
管
理
者
選
定
委
員

会

0
0

1
　
5

教
育
委
員
会
指
定
管
理
者
選
定

委
員
会

　
　
　
ロ
　
審
査
項
目
・
配
点

　
指
定
管
理
者
の
選
定
方
法
及
び
選
定
基
準
は
，
手
続
条
例
第
３
条
に
規
定
す
る
基
準
を
満
た
す
者
の
中
か

ら
，運
用
指
針
に
お
い
て
次
の
３
つ
の
視
点
を
重
視
し
総
合
的
に
評
価
し
て
選
定
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。

　
　
　
　
　
視
点
１
　
施
設
の
目
的
に
沿
っ
て
，
よ
り
安
定
し
て
施
設
の
管
理
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る
も
の

視
点
２
　
施
設
の
効
用
を
増
し
，
よ
り
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
る
管
理
を
行
う
と
認
め
ら
れ
る

も
の

　
　
　
　
　
視
点
３
　
施
設
を
よ
り
経
済
的
に
管
理
す
る
（
管
理
経
費
が
少
な
い
）
と
認
め
ら
れ
る
も
の

　
具
体
的
な
審
査
項
目
，
配
点
に
つ
い
て
は
，
施
設
の
規
模
や
特
殊
性
等
を
踏
ま
え
て
施
設
ご
と
に
定
め
て

お
り
，
指
定
管
理
者
募
集
要
項
に
も
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
，
審
査
結
果
に
つ
い
て
は
委
員
の
名
前
は
伏
せ

た
上
で
審
査
員
ご
と
に
審
査
項
目
別
の
採
点
結
果
を
公
表
し
て
お
り
，
透
明
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
ほ
か
，

施
設
の
特
徴
に
応
じ
た
配
点
の
ウ
エ
イ
ト
に
す
る
な
ど
の
工
夫
が
見
ら
れ
た
。

　
今
後
は
，
公
募
回
数
が
重
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
か
ら
，
他
の
部
局
等
所
管
の
施
設
を
含
め
た
類
似
施
設
の

状
況
も
参
考
に
し
な
が
ら
，
安
定
的
で
経
済
的
な
管
理
と
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
よ
り
図
ら
れ
る
よ
う
，

評
価
の
精
度
を
高
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
，
現
指
定
管
理
者
と
新
規
参
入
を
目
指
す
事
業
者
と
の
評
価
が
公
平

に
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
，
新
規
事
業
者
の
参
入
意
欲
を
駆
り
立
て
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
い
。

　
表
４
　
社
会
福
祉
施
設
に
お
け
る
審
査
項
目
及
び
配
点
の
例

3
3

4
　
5

宮
城
県
民
間
非
営
利
活
動
拠
点

施
設
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会

個別委員会

2
2

5
7

宮
城
県
民
会
館
指
定
管
理
者
選

定
委
員
会

0
0

　
5

　
6

宮
城
県
総
合
運
動
場
指
定
管
理

者
選
定
委
員
会

7
8

22
55

計

12.7％
14.5％

40.0％
登
　
用
　
率

44.4％
女
性
委
員
が
登
用
さ
れ
て
い
る
委
員
会
の
比
率
（
４
委
員
会
／
９
委
員
会
）

31.8％
委
員
会
に
お
い
て
女
性
委
員
が
占
め
る
割
合
�
／
�

配
　
点

審
　査
　項
　目
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表
５
　
下
水
道
施
設
に
お
け
る
審
査
項
目
及
び
配
点
の
例

　
表
６
　
体
育
施
設
に
お
け
る
審
査
項
目
及
び
配
点
の
例

　
　
�
　
指
定
管
理
者
の
募
集

　
　
　
イ
　
公
募
・
非
公
募

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
当
た
り
総
務
省
は
，「
指
定
の
申
請
に
当
た
っ
て
は
，
複
数
の
申
請
者
に
事

業
計
画
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
」（
平
成
19年

１
月
31日

付
け
総
務
省
自
治
行
政
局
長
通
知
）
と
し
て
，
公
募

を
原
則
と
し
て
お
り
，
本
県
の
運
用
指
針
に
お
い
て
も
，
原
則
公
募
と
し
，
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合
は
非

公
募
の
方
法
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

180
１
　
計
画
の
内
容
及
び
実
現
性

　
60

２
　
申
請
者
の
能
力

　
60

３
　
収
支
計
画

300
計

配
　
点

審
　査
　項
　目

100
１
　
計
画
の
内
容
及
び
実
現
性

　
60

２
　
申
請
者
の
能
力

　
40

３
　
収
支
計
画

200
計

配
　
点

審
　
　
　
査
　
　
　
項
　
　
　
目

25
１
　
県
民
の
平
等
な
利
用
が
確
保
さ
れ
る
こ
と

45
２
　
公
の
施
設
の
効
用
を
最
大
限
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
，
効
率
的
な
管
理
が
で
き
る
こ
と

　
15

３
　
事
業
計
画
書
に
沿
っ
た
管
理
を
安
定
し
て
行
う
能
力
を
有
し
て
い
る
こ
と

5
４
　
情
報
公
開
，
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
適
正
に
行
う
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

10
５
　
そ
の
他
公
の
施
設
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と
し
て
知
事
等
が
別

に
定
め
る
基
準

100
計

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
，
前
回
の
募
集
の
際
は
非
公
募
と
し
て
い
た
が
，
更
新
時
の
募
集
に
際
し
て
は
11施

設
（
募
集
単
位
に
よ
る
。
以
下
同
じ
。）
に
お
い
て
公
募
と
し
た
ほ
か
，
現
在
非
公
募
と
し
て
い
る
13施

設

に
つ
い
て
も
，
次
回
募
集
時
に
は
７
施
設
に
つ
い
て
公
募
を
検
討
す
る
と
し
て
お
り
，
一
定
の
改
善
が
見
ら

れ
る
。

　
し
か
し
，
指
定
管
理
者
の
指
定
に
係
る
応
募
状
況
を
見
る
と
，
応
募
者
は
年
々
減
少
し
，
平
成
20年

度
に

公
募
し
た
27施

設
の
う
ち
，
申
請
者
が
１
事
業
者
の
み
の
施
設
が
22施

設
と
な
っ
て
い
る
。

　
公
募
の
場
合
に
は
，
応
募
者
数
を
増
や
す
対
策
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
，
さ
ら
に
民
間
事
業
者
等
の
参
入

を
促
す
工
夫
を
講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
ま
た
，
一
部
の
施
設
に
つ
い
て
は
公
募
に
馴
染
ま
な
い
と
の
意
見
も
あ
る
こ
と
か
ら
，
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

の
現
場
の
実
態
を
よ
く
把
握
・
分
析
し
，
公
募
の
適
否
に
つ
い
て
常
に
検
証
を
行
い
，
非
公
募
と
す
る
場
合

は
，
非
公
募
と
す
る
理
由
に
つ
い
て
県
民
へ
の
十
分
な
説
明
が
必
要
で
あ
る
。

　
表
７
　
直
近
の
応
募
時
に
お
け
る
指
定
管
理
者
の
募
集
方
法
（
施
設
所
管
課
回
答
）

　
表
８
　
非
公
募
施
設
に
お
け
る
次
回
募
集
時
の
公
募
採
用
の
検
討
状
況
（
施
設
所
管
課
回
答
）

　
表
９
　
公
募
に
係
る
応
募
者
数
の
状
況
（
施
設
所
管
課
回
答
）

 

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

 76.8
43

公
　

募

 23.2
13

非
公

募

100.0
56

計

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

 53.8
　
７

公
募
を
検
討

 30.8
　
４

公
募
は
困
難

 15.4
　
２

施
設
廃
止

100.0
13

計

Ｈ
22

Ｈ
21

Ｈ
20

Ｈ
19

Ｈ
18

Ｈ
17

Ｈ
16

区
　
分

7
　
1

22
6

1
11

　
4

１
者

2
　
1

　
1

0
0

5
0

２
者

　
0

0
　
4

0
0

　
9

2
３
者
以
上

1.2
1.5

1.4
1.0

1.0
2.7

2.0
平
均
応
募
者
数
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※
　
施
設
数
は
，
募
集
単
位
に
よ
る
。
ま
た
，
同
一
施
設
で
複
数
回
の
募
集
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。

　
　
　
ロ
　
募
集
期
間

　
指
定
管
理
者
の
募
集
期
間
に
つ
い
て
は
，
運
用
指
針
に
お
い
て
原
則
１
ヶ
月
以
上
確
保
す
る
こ
と
と
し
て

お
り
，
平
成
22年

度
の
募
集
に
お
い
て
は
45日

間
を
募
集
期
間
と
し
て
い
る
。

　
募
集
期
間
に
つ
い
て
は
，
施
設
所
管
課
及
び
指
定
管
理
者
の
大
半
が
十
分
と
の
考
え
で
あ
る
が
，
下
水
道

施
設
の
施
設
所
管
課
及
び
指
定
管
理
者
か
ら
は
，
指
定
管
理
施
設
の
特
徴
や
技
術
の
専
門
性
を
考
慮
し
て
，

応
募
書
類
を
作
成
す
る
た
め
の
期
間
確
保
等
の
た
め
に
は
２
～
３
ヶ
月
が
必
要
と
の
意
見
が
あ
り
，
ま
た
，

社
会
福
祉
施
設
の
指
定
管
理
者
か
ら
は
，
指
定
管
理
施
設
の
内
容
を
十
分
に
把
握
し
て
応
募
す
る
た
め
に
は

３
～
６
ヶ
月
が
必
要
と
の
募
集
期
間
の
延
長
を
希
望
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
過
去
に
お
い
て
は
，
施
設
に
よ
っ
て
異
な
る
募
集
期
間
と
し
た
事
例
も
あ
り
，
応
募
し
よ
う
と
す
る
事
業

者
に
十
分
な
準
備
期
間
を
確
保
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
応
募
者
数
が
増
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
も
考
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
，
指
定
管
理
施
設
の
特
殊
性
な
ど
に
応
じ
た
募
集
期
間
を
設
定
す
る
な
ど
の
弾
力
的
な
運
用

が
必
要
で
あ
る
。

　
表
10　

募
集
期
間
に
対
す
る
意
見

　
表
11　

適
当
と
考
え
る
募
集
期
間

 

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

  8.9
  7.1

5
4

も
っ
と
長
く

 87.5
 92.9

49
52

十
　
　
　
分

  1.8
  0.0

1
0

も
っ
と
短
く

  1.8
  0.0

　
1

　
0

そ
　
の
　
他

100.0
100.0

56
56

計

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
　
　
分

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

 16.7
  0.0

1
0

１
週
間

も
っ
と
短
く

 66.6
  0.0

4
0

２
ヶ
月

も
っ
と
長
く

  0.0
100.0

0
4

３
ヶ
月

 16.7
  0.0

1
0

３
～
６
ヶ
月

100.0
100.0

6
4

計

　
　
�
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　
指
定
管
理
者
制
度
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
「
民
間
事
業
者
等
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
」
に
つ
い
て
，
施
設
所
管
課
で
は
45施

設
（
80.4％

）
に
お
い
て
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
が
見
ら
れ
た
と
し

て
い
る
。
指
定
管
理
者
は
，
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
イ
ベ
ン
ト
及
び
学
習

会
・
講
座
の
充
実
，
開
館
（
所
）
日
数
の
拡
大
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
，
指
定
管
理
者
が
実
施
し
て
い
る
自
主
事
業
（
公
の
施
設
の
設
置
目
的
に
合
致
し
，
か
つ
管
理
業
務
の

実
施
を
妨
げ
な
い
範
囲
に
お
い
て
，
自
己
の
責
任
と
費
用
に
よ
り
実
施
す
る
事
業
）
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
，
30施

設
（
53.6％

）
と
半
数
の
施
設
で
実
施
し
て
お
り
，
そ
の
内
容
と
し
て

体
験
講
座
，
各
種
イ
ベ
ン
ト
，
展
示
会
及
び
地
域
住
民
と
の
交
流
会
等
の
開
催
・
実
施
を
挙
げ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
，
自
主
事
業
の
展
開
を
含
め
，
施
設
を
利
用
す
る
住
民
の
利
便
性
の
向
上
を
意
識
し
た
施
設
運
営

に
努
め
，
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
に
お
い
て
住
民
へ
の
一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　
表
12　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
の
状
況
（
施
設
所
管
課
回
答
）

　
表
13　

指
定
管
理
者
に
よ
る
自
主
事
業
へ
の
取
組
状
況
（
施
設
所
管
課
回
答
）

　
表
14　

指
定
管
理
者
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
取
組
内
容
（
施
設
所
管
課
回
答
）

 

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

 30.4
17

向
上
し
た

 50.0
28

や
や
向
上
し
た

 19.6
11

変
わ
ら
な
い

  0.0
0

低
下
し
た

100.0
56

計

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

 53.6
30

取
組
あ
り

 46.4
26

取
組
な
し

100.0
56

計

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
　
　
分

19
イ
ベ
ン
ト
の
充
実

14
学
習
会
・
講
座
の
充
実

3
開
館
（
所
）
日
数
の
拡
大
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※
　
複
数
回
答
に
よ
る
集
計
と
し
て
い
る
。

　
　
�
　
指
定
管
理
期
間

　
指
定
管
理
期
間
に
つ
い
て
は
，
運
用
指
針
に
よ
り
そ
の
設
定
基
準
を
改
め
て
い
る
※。
こ
れ
は
平
成
20年

度

に
お
い
て
多
く
の
施
設
が
２
期
目
の
指
定
管
理
者
の
選
定
を
行
う
こ
と
か
ら
，
施
設
所
管
課
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
見
直
し
を
行
っ
た
も
の
で
，
よ
り
実
態
に
即
し
た
運
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と

は
一
定
の
評
価
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

※
　
社
会
福
祉
施
設
以
外
の
施
設
に
お
い
て
も
指
定
管
理
期
間
を
５
年
と
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
，
５
年
を

超
え
る
特
別
の
理
由
が
あ
る
と
き
は
総
務
部
長
協
議
に
よ
り
相
当
期
間
を
設
定
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　
こ
の
結
果
，
平
成
21年

度
か
ら
の
２
期
目
の
指
定
管
理
に
つ
い
て
，
人
材
の
確
保
な
ど
の
観
点
か
ら
指
定
管

理
期
間
を
３
年
か
ら
５
年
と
し
た
施
設
は
５
施
設
認
め
ら
れ
た
。

　
現
在
，
指
定
管
理
期
間
を
３
年
と
し
て
い
る
施
設
は
40施

設
（
71.4％

），
５
年
と
し
て
い
る
施
設
は
16施

設
（
28.6％

）
と
な
っ
て
お
り
，
施
設
種
別
で
は
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
及
び
基
盤
施
設
に
あ
っ

て
は
３
年
，
社
会
福
祉
施
設
に
あ
っ
て
は
５
年
と
し
て
い
る
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
大
半
を
占
め
て
い
る
。

　
指
定
管
理
期
間
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
，
施
設
所
管
課
に
あ
っ
て
は
現
在
の
指
定
管
理
期
間
が
適
当
と
考
え

て
い
る
の
が
38施

設
（
67.9％

）
と
大
半
で
あ
る
の
に
対
し
て
，
指
定
管
理
者
に
あ
っ
て
は
延
長
を
希
望
し
て

い
る
の
が
32施

設
（
57.1％

）
と
半
数
以
上
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
，
人
材
の
育
成
・
確
保
，
中

長
期
的
な
事
業
実
施
及
び
投
資
効
果
を
得
る
た
め
な
ど
を
挙
げ
て
お
り
，
施
設
所
管
課
と
指
定
管
理
者
と
で
は

現
在
の
指
定
管
理
期
間
に
対
す
る
考
え
方
に
違
い
が
見
ら
れ
る
。

　
指
定
管
理
期
間
の
長
期
化
に
は
，
民
間
事
業
者
等
に
よ
る
新
規
参
入
意
欲
の
低
下
や
指
定
管
理
料
固
定
化
な

ど
へ
の
懸
念
も
あ
る
。
一
方
，
指
定
管
理
者
の
中
長
期
的
な
事
業
計
画
が
可
能
と
な
る
こ
と
で
，
積
極
的
な
事

業
展
開
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
コ
ス
ト
削
減
効
果
等
が
期
待
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
，
指
定
管
理
期
間
に
つ
い
て
は
，
施
設
の
性
格
と
指
定
管
理
者
の
声
に
も
配
慮
し
，

そ
の
施
設
の
設
置
目
的
を
達
成
す
る
の
に
最
も
適
切
な
も
の
と
す
る
た
め
，
そ
の
妥
当
性
に
つ
い
て
常
に
検
証

し
，
見
直
し
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
表
15　

指
定
管
理
期
間
別
の
施
設
数

 
（
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
）　

　
※
　
施
設
数
は
，
募
集
単
位
に
よ
る
。

　
表
16　

指
定
管
理
期
間
に
対
す
る
意
見

　
表
17　

指
定
管
理
期
間
別
の
指
定
管
理
期
間
に
対
す
る
要
望
状
況

　
　
�
　
指
定
管
理
料

　
　
　
イ
　
指
定
管
理
料
の
決
定
 

　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
管
理
経
費
の
削
減
に
つ
い
て
は
，
指
定
管
理
者
制
度
移
行

初
年
度
の
平
成
17年

度
の
管
理
委
託
料
等
と
完
全
移
行
後
の
平
成
19年

度
の
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
，
一
般

財
源
ベ
ー
ス
で
比
較
し
た
と
こ
ろ
約
４
億
６
千
８
百
万
円
の
減
，
約
11％

の
縮
減
効
果
が
あ
っ
た
と
し
て
お

り
，
一
定
の
評
価
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
は
，
県
が
募
集
の
際
に
当
該
公
の
施
設
の
管
理
に
要
す
る
経
費
（
直
近
３
ヶ
年
分

計
社
会
福
祉

施
　
　
設

文
教
施
設

基
盤
施
設

（
下
水
道
，
県

営
住
宅
等
）

産
業
振
興

施
　
　
設

レクリェーション・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

区
　
　
分

40
4

4
19

　
1

12
３
　
　
年

16
12

2
　
1

0
　
1

５
　
　
年

56
16

　
6

20
　
1

13
計

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

 57.1
 32.1

32
18

も
っ
と
長
く

 39.3
 67.9

22
38

適
当

  0.0
  0.0

0
0

も
っ
と
短
く

  3.6
  0.0

2
0

そ
　
の
　
他

100.0
100.0

56
56

計

延
長
を
希
望
す
る
指
定
管
理
期
間

現
状
の
ま
ま
で
良
い

施
設
数

（
募
集

単
位
）

現
行
指

定
管
理

期
　
間

６
～
10年

５
　
　
年

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

11
2

14
13

15
25

40
３
年

7
3

－
－

9
13

16
５
年

18
　
5

14
13

24
38

56
計

1
調
査
・
研
究
活
動
の
充
実

 1
料
金
の
割
引
等

17
そ
の
他

55
計
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の
収
支
実
績
（
見
込
）
額
）
を
提
示
し
，
こ
れ
を
参
考
に
応
募
者
が
収
支
計
画
を
算
定
し
，
県
と
指
定
管
理

者
に
指
定
さ
れ
た
者
と
の
協
議
に
よ
り
決
定
し
て
い
る
。

　
協
議
に
当
た
っ
て
は
，
経
費
の
削
減
の
み
な
ら
ず
，
単
な
る
価
格
競
争
に
陥
る
こ
と
な
く
，
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
や
労
働
条
件
の
悪
化
に
つ
な
が
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
，
指
定
管
理
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
を
招
く
こ
と
の
な
い
よ
う
，
過
去
の
実
績
及
び
市
場
調

査
等
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
基
に
し
て
公
の
施
設
の
管
理
料
と
し
て
適
切
な
金
額
を
算
定
の
上
，
指
定
管
理
者
と

の
協
議
に
臨
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
な
お
，
指
定
管
理
料
の
算
定
に
当
た
っ
て
は
，
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
や
収
益
性
及
び
精
算
を
要
す
る

費
用
の
設
定
等
が
施
設
の
種
類
に
よ
っ
て
様
々
で
そ
れ
ぞ
れ
条
件
が
異
な
る
こ
と
か
ら
，
細
部
は
施
設
所
管

課
が
決
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
，
標
準
人
件
費
及
び
一
般
管
理
費
等
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て

は
，
庁
内
横
断
的
に
研
究
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
表
18　

指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
指
定
管
理
料
の
状
況

　
　
　
ロ
　
修
繕
費
の
決
定

　
修
繕
費
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
，「
基
本
協
定
書
の
作
成
例
」（
平
成
21年

２
月
12日

付
け
行
経
号
外
行

政
経
営
推
進
課
長
通
知
）
に
お
い
て
，
施
設
の
設
置
目
的
の
達
成
に
必
要
な
機
能
を
維
持
す
る
た
め
の
修
繕

は
県
の
責
任
に
お
い
て
実
施
し
，
小
規
模
な
修
繕
は
指
定
管
理
者
の
責
任
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

　
実
際
の
運
用
に
お
い
て
は
，
指
定
管
理
者
が
負
担
す
る
修
繕
費
の
上
限
等
負
担
の
程
度
が
明
確
に
定
め
ら

れ
て
い
る
の
は
27施

設
（
48.2％

）
と
半
数
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
，「
見
積
価
格
１
件
当
た
り

の
額
又
は
総
額
を
規
定
」
し
て
い
る
の
が
12施

設
と
多
く
，
次
が
「
修
繕
実
施
後
に
精
算
す
る
」
が
９
施
設
，

「
す
べ
て
県
が
負
担
す
る
」
が
６
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
，
指
定
管
理
料
に
つ
い
て
，
27施

設
（
48.2％

）

の
指
定
管
理
者
が
何
ら
か
の
改
善
を
求
め
て
お
り
，
そ
の
う
ち
，
修
繕
料
に
関
す
る
も
の
が
10施

設

（
37.0％

）
と
約
３
分
の
１
を
占
め
て
い
る
。

　
部
品
の
定
期
交
換
の
よ
う
に
当
初
か
ら
見
込
ま
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
，
あ
ら
か
じ
め
修
繕
費
と
し
て
見

込
ん
で
お
く
こ
と
も
で
き
る
が
，
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
，
指
定
管
理
者
が
負
担
す
る
修
繕
費
の
上
限
等
負

担
の
程
度
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
，
小
規
模
修
繕
と
し
て
見
積
価
格
１
件
当
た
り
の
額
を
定
め
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
，
そ
の
総
額

の
上
限
に
つ
い
て
基
本
協
定
書
等
に
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

�
－
�

平
成
19年

度
決
算
額
　

�
平
成
17年

度
決
算
額
　

�
区
　
　
分

△
 
467,936千

円
3,883,682千

円
4,351,618千

円
委
託
料（
指
定
管
理
料
）

　
表
19　

修
繕
費
用
の
上
限
・
負
担
等
の
定
め
方
の
状
況
（
施
設
所
管
課
回
答
）

　
表
20　

指
定
管
理
料
に
対
す
る
意
見
（
指
定
管
理
者
回
答
）

　
　
　
ハ
　
利
用
料
金
制

※

　
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て
い
る
公
の
施
設
の
う
ち
，
利
用
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
の
は
47施

設
で
，

そ
の
う
ち
24施

設
（
51.1％

）
が
利
用
料
金
制
を
採
用
し
て
い
る
。
利
用
料
金
を
徴
収
し
て
い
る
が
利
用
料

金
制
を
採
用
し
て
い
な
い
施
設
の
う
ち
，
利
用
料
金
制
の
導
入
を
希
望
し
て
い
る
の
は
１
施
設
の
み
と
な
っ

て
お
り
，
そ
の
他
の
施
設
に
お
い
て
は
利
用
料
の
事
業
費
に
占
め
る
割
合
が
低
い
こ
と
な
ど
に
よ
り
利
用
料

金
制
の
採
用
を
希
望
し
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
利
用
料
金
制
は
，
指
定
管
理
者
が
民
間
事
業
者
等
と
し
て
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
活
用
し
，
そ
の
経
営
努
力
に

よ
る
利
用
料
金
収
入
の
増
が
指
定
管
理
者
の
収
益
に
結
び
つ
く
な
ど
，
指
定
管
理
者
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が

働
き
自
助
努
力
を
促
す
意
義
が
あ
る
。

　
今
後
と
も
，
利
用
料
を
徴
収
す
る
施
設
に
お
い
て
は
，
そ
の
施
設
の
特
性
等
を
十
分
に
考
慮
の
上
，
利
用

料
金
制
の
導
入
の
適
否
に
つ
い
て
前
向
き
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。

※
　
利
用
料
金
制
：
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
当
該
施
設
の
利
用
料
金
を
指
定
管
理
者
の
収
入
と
し
て
収

受
さ
せ
て
，
施
設
の
管
理
運
営
に
要
す
る
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
利
用
料
金
収
入
の
中
か
ら
賄
わ
せ
る

制
度
を
い
う
。

　
　
�
　
指
定
管
理
者
の
事
務
引
継

　
指
定
管
理
者
制
度
導
入
後
に
お
け
る
指
定
管
理
者
間
の
交
代
は
９
施
設
あ
り
，
一
部
に
お
い
て
引
継
当
初
は

多
少
の
事
務
処
理
の
遅
れ
が
見
ら
れ
た
も
の
の
，
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
な
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
　
　
分

 21.4
12

明
確
な
上
限
額
の
定
め
あ
り

 10.7
6

す
べ
て
県
が
負
担

 16.1
9

修
繕
後
に
精
算

 51.8
29

特
に
上
限
等
の
定
め
な
し

100.0
56

計

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
　
　
分

 51.8
29

妥
当
で
あ
る

 48.2
27

改
善
が
必
要

100.0
56

計
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�
　
個
人
情
報
の
保
護

　
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
は
，
手
続
条
例
に
お
い
て
「
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
適
正
に
行
う
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
」
が
指
定
管
理
者
選
定
基
準
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
，
個
人
情
報
保
護
条
例
に
お

い
て
県
と
指
定
管
理
者
双
方
に
「
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
指
定
管
理
者
に
お
い
て
は
，
こ
れ
ら
の
規
程
に
則
り
具
体
的
な
個
人
情
報
保
護
規
程
等
を
制
定

し
て
適
切
に
管
理
し
て
い
る
と
し
て
お
り
，
施
設
所
管
課
及
び
指
定
管
理
者
と
も
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て

発
生
し
た
問
題
点
は
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

　
し
か
し
，
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
，
指
定
管
理
者
の
中
に
は
幹
部
職
員
の
問
題
意
識
が
希
薄
で
，
管
理

方
法
等
を
十
分
に
説
明
で
き
な
い
事
例
が
見
受
け
ら
れ
た
。
今
後
は
，
幹
部
職
員
が
率
先
し
て
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
，
個
人
情
報
の
適
切
な
管
理
を
実
効
性
あ
る
も
の
と
す
る
た
め
，
運
用
の

実
態
を
し
っ
か
り
と
把
握
し
た
上
で
，
研
修
等
を
随
時
行
い
，
適
切
な
運
用
の
周
知
徹
底
や
職
員
の
意
識
改
革

を
図
り
，
組
織
全
体
と
し
て
個
人
情
報
の
保
護
・
管
理
の
強
化
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
�
　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
評
価
（
以
下
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
」
と
い
う
。）
に
つ
い
て
は
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
指
針

に
基
づ
き
平
成
21年

度
の
指
定
管
理
業
務
か
ら
実
施
さ
れ
，
そ
の
結
果
は
平
成
22年

７
月
か
ら
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
（
総
務
部
行
政
経
営
推
進
課
）
で
公
表
し
て
い
る
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
指
針
に
基
づ
き
公
表
し
た
「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
評
価
票

（
評
価
対
象
年
度
：
平
成
21年

度
）」
の
総
合
評
価
に
よ
る
と
，
施
設
所
管
課
の
評
価
で
は
，
Ｓ
評
価
が
４
施

設
，
Ａ
評
価
が
51施

設
及
び
Ｂ
評
価
が
１
施
設
と
な
っ
て
お
り
，
指
定
管
理
者
の
評
価
で
は
，
Ｓ
評
価
が
10施

設
，
Ａ
評
価
が
46施

設
と
な
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
は
適
正
な
管
理
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
と
言
え
る
も
の

の
，
施
設
所
管
課
に
よ
る
個
別
項
目
の
評
価
に
お
い
て
は
，
改
善
を
求
め
る
Ｂ
評
価
と
な
っ
て
い
る
項
目
も
認

め
ら
れ
た
。

　
ま
た
，
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
結
果
に
対
す
る
施
設
所
管
課
の
自
己
評
価
で
は
，
49施

設
（
87.5％

）
に
お
い

て
「
正
確
に
評
価
で
き
た
」
又
は
「
あ
る
程
度
正
確
に
評
価
で
き
た
」
と
し
て
お
り
，「
評
価
が
難
し
か
っ
た
」

と
し
て
い
る
の
は
７
施
設
（
12.5％

）
と
な
っ
て
い
る
。

　
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
結
果
が
単
に
「
調
査
・
公
表
」
し
て
終
わ
り
と
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
，
指
定
管
理
者

と
県
と
が
共
通
認
識
に
立
っ
て
，
公
の
施
設
の
管
理
運
営
の
改
善
に
取
り
組
む
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
活
用
す

る
と
と
も
に
，
常
に
指
定
管
理
者
と
の
意
思
疎
通
を
図
り
な
が
ら
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
住
民
ニ
ー
ズ
を
把

握
す
る
な
ど
，
利
用
し
や
す
い
開
か
れ
た
施
設
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
表
24　

評
価
基
準

　
事
務
引
継
期
間
に
つ
い
て
は
，
平
成
22年

度
に
お
け
る
指
定
管
理
者
候
補
の
募
集
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
１
ヶ

月
程
度
を
予
定
し
て
い
る
が
，
こ
の
期
間
に
つ
い
て
施
設
所
管
課
で
は
19施

設
（
33.9％

），
指
定
管
理
者
で

は
20施

設
（
35.7％

）
が
短
い
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
従
業
員
の
交
代
等
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
あ
り
，
そ
の

引
継
方
法
や
必
要
と
す
る
期
間
は
施
設
に
よ
り
様
々
で
あ
る
が
，
施
設
従
業
員
が
入
替
と
な
る
場
合
に
は
，
研

修
期
間
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
新
規
参
入
を
促
す
た
め
に
は
，
あ
く
ま
で
も
指
定
管
理
者
の
交
代
を
想
定
し
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
募
集
要
項

に
示
す
と
と
も
に
，
事
務
引
継
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
立
し
て
お
く
な
ど
柔
軟
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。

　
ま
た
，
指
定
管
理
者
が
交
代
す
る
こ
と
で
，
施
設
の
運
営
上
の
支
障
や
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
つ
な
が
ら

な
い
よ
う
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
表
21　

指
定
管
理
者
間
の
交
代
の
状
況
（
施
設
所
管
課
回
答
）

　
表
22　

事
務
引
継
期
間
（
１
ヶ
月
）
に
対
す
る
意
見

　
表
23　

適
当
と
考
え
る
事
務
引
継
期
間
（
表
22で

「
短
い
」
と
回
答
し
た
施
設
所
管
課
・
指
定
管
理
者
回
答
）

 

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

 16.1
9

交
代
あ
り

 83.9
47

交
代
な
し

100.0
56

計

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

  0.0
  0.0

　
0

0
長
　
　
い

 64.3
 66.1

36
37

適
　
　
当

 35.7
 33.9

20
19

短
　
　
い

100.0
100.0

56
56

計

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
分

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

指
定
管
理
者

施
設
所
管
課

 20.0
  0.0

4
0

２
ヶ
月

 

 65.0
100.0

13
19

３
ヶ
月

 

 15.0
  0.0

3
0

６
ヶ
月

 

100.0
100.0

20
19

計
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表
25　

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
の
結
果
に
対
す
る
自
己
評
価
の
状
況
（
施
設
所
管
課
回
答
）

　
　
�
　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
効
果
と
公
の
施
設
の
今
後

　
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
，
公
の
施
設
363施

設
中
，
118施

設
が
指
定
管
理
者
制
度
の
も
と
で
管
理
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
効
果
に
つ
い
て
，
施
設
所
管
課
に
お
い
て
は
，
利
用
者
の
増
加
，
小
規
模
修
繕
の

迅
速
化
及
び
管
理
経
費
の
削
減
な
ど
を
挙
げ
，
そ
の
ほ
と
ん
ど
（
92.9％

）
で
導
入
効
果
が
あ
っ
た
と
評
価
し

て
い
る
。
ま
た
，
今
回
の
監
査
に
お
い
て
も
，
総
じ
て
見
れ
ば
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
に
伴
う
一
定
の
効
果

が
認
め
ら
れ
た
。

　
さ
ら
に
，
現
在
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
管
理
し
て
い
る
施
設
に
つ
い
て
，
平
成
23年

度
末
で
の
事
業
廃
止

が
１
施
設
（
薬
用
植
物
園
），
平
成
23年

４
月
の
民
間
移
譲
が
５
施
設
（
太
白
荘
，
偕
楽
園
，
和
風
園
，
乳
児

院
，
不
忘
園
），
地
方
自
治
体
へ
譲
与
が
１
施
設
（
神
割
崎
野
営
場
）
あ
り
，
県
が
所
有
す
る
こ
と
の
適
否
に

つ
い
て
逐
次
見
直
し
を
し
て
い
る
。

　
他
方
，
指
定
管
理
者
制
度
未
導
入
の
30施

設
の
今
後
の
管
理
方
針
に
つ
い
て
は
，
直
営
以
外
の
管
理
に
つ
い

て
検
討
な
ど
を
し
て
い
る
の
は
16施

設
（
53.3％

），
直
営
を
継
続
す
る
と
し
て
い
る
の
は
14施

設
（
46.7％

）

と
な
っ
て
い
る
。
前
者
の
う
ち
，「
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
つ
い
て
具
体
的
に
検
討
」
し
て
い
る
の
が
５
施

設
（
図
書
館
，
美
術
館
及
び
自
然
の
家
（
３
施
設
）），「

導
入
の
是
非
を
含
め
て
検
討
予
定
」
と
し
て
い
る
の

が
７
施
設
（
県
庁
県
民
駐
車
場
，
広
域
水
道
（
２
施
設
），
工
業
用
水
道
（
３
施
設
），
東
北
歴
史
博
物
館
），

「
平
成
23年

４
月
か
ら
一
般
地
方
独
立
行
政
法
人
化
予
定
」
が
３
施
設
（
病
院
），「
平
成
24年

３
月
で
廃
止
予

定
」
が
１
施
設
（
中
央
児
童
館
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
，
公
の
施
設
全
般
に
つ
い
て
，
社
会
情
勢
や
住
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
を
踏
ま
え
て
，
個
々
の
施
設
の

評
価
の
考
え
方

評
価

優
れ
た
管
理
運
営
を
行
っ
た

Ｓ

適
正
な
管
理
運
営
を
行
っ
た

Ａ

さ
ら
な
る
工
夫
・
改
善
が
必
要

Ｂ

適
切
に
行
わ
れ
な
か
っ
た
，
大
い
に
改
善
が
必
要

Ｃ

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
　
　
分

 23.2
13

正
確
に
評
価
で
き
た

 64.3
36

あ
る
程
度
正
確
に
評
価
で
き
た

 12.5
7

評
価
が
難
し
か
っ
た

100.0
56

計

必
要
性
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
，
そ
の
管
理
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
，
随
時
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
今
回
の
監
査
に
お
い
て
，
施
設
の
管
理
運
営
上
の
諸
課
題
に
関
し
て
，
施
設
所
管
課
と
指
定
管
理
者
間
で
意

思
の
疎
通
に
欠
け
る
ケ
ー
ス
が
散
見
さ
れ
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で
あ
る
。

　
今
後
は
，
施
設
所
管
課
並
び
に
指
定
管
理
者
等
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
を
図
り
，
情
報
を
共
有
し

つ
つ
，
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
諸
課
題
を
克
服
さ
れ
た
い
。

　
ま
た
，
継
続
し
て
問
題
点
の
洗
い
出
し
や
解
決
に
向
け
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
，
一
層
充
実
し
た
施
設
運
営

が
図
ら
れ
る
よ
う
努
力
さ
れ
た
い
。

　
表
26　

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
効
果
（
施
設
所
管
課
回
答
）

　
表
27　

導
入
効
果
の
主
な
内
容
（
施
設
所
管
課
回
答
）

比
　
率
（
％
）

施
設
数
（
募
集
単
位
）

区
　
　
　
分

 92.9
52

効
果
が
あ
っ
た

  5.3
3

変
わ
ら
な
い

  0.0
0

低
下
し
た

  1.8
1

そ
の
他

100.0
56

計

主
　
　
　
な
　
　
　
内
　
　
　
容

施
設
の
管
理
，
事
業
運
営
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
，
そ
の
結
果
，
利
用
者
が
増
加
し
た
。

指
定
管
理
者
の
自
己
評
価
と
県
の
評
価
に
よ
り
，
事
業
執
行
の
目
標
や
改
善
す
べ
き
点
が
明
ら
か
に
な
り
，
双

方
で
共
通
認
識
を
持
ち
な
が
ら
，
よ
り
適
正
な
管
理
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

小
規
模
な
修
繕
が
迅
速
，
か
つ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
施
設
運
営
，
事
業
実
施
，
施
設
の
広
報
等
に
よ
り
，
導
入
前
よ
り
来
館
者
数
が
1.5倍

と
な
っ
た
。

利
用
料
金
制
導
入
に
よ
り
，
集
客
力
が
指
定
管
理
者
の
収
入
と
な
る
た
め
，
旅
行
業
者
へ
の
営
業
や
開
館
時
間

の
延
長
な
ど
，
集
客
力
向
上
へ
の
努
力
が
行
わ
れ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
，
施
設
の
管
理
運
営
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
た
ほ
か
，
導
入
前
に
は
な
か
っ

た
新
た
な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
，
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

利
用
者
か
ら
の
ク
レ
ー
ム
が
大
幅
に
減
少
し
た
。

積
極
的
な
技
術
提
案
に
よ
る
施
設
の
効
率
化
や
長
寿
命
化
が
図
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
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23.3

5
公
募

（
社
福
）
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会

1
宮
城
県
七
ツ
森
希
望
の
家

24

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

（
社
福
）
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会

1
宮
城
県
援
護
寮

25

※H
23.3.31
廃
止

H
20.4～

H
23.3

3
公
募

�
宮
城
県
薬
剤
師
会

1
宮
城
県
薬
用
植
物
園
　

26

H
20.4～

H
23.3

3
公
募

北
日
本
ビ
ル
清
掃
㈱

1
宮
城
県
御
崎
野
営
場

27

※
H
23.4.1

地
方
自
治
体

へ
譲
与

H
20.4～

H
23.3

3
公
募

神
割
観
光
物
産
振
興
組
合

1
宮
城
県
神
割
崎
野
営
場

28

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

陽
光
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

1
松
島
公
園
（
駐
車
場
）

29

H
22.4～

H
25.3

3
公
募

夢
メ
ッ
セ
み
や
ぎ
管
理
運
営

共
同
事
業
体

1
み
や
ぎ
産
業
交
流
セ
ン

タ
ー

30

H
21.4～

H
26.3

5
非
公
募

�
宮
城
県
農
業
公
社

1
宮
城
県
岩
出
山
牧
場

31

H
21.4～

H
24.3

3
非
公
募

宮
城
県
漁
業
協
同
組
合

18
小
鯖
漁
港
外
17港

の
指

定
施
設

32

H
21.4～

H
24.3

3
非
公
募

雄
勝
町
雄
勝
湾
漁
業
協
同
組

合
1

雄
勝
漁
港
の
指
定
施
設

33

H
21.4～

H
24.3

3
非
公
募

気
仙
沼
漁
業
協
同
組
合

1
気
仙
沼
漁
港
（
南
町
・
魚

市
場
前
地
区
）
の
指
定
施

設
34

　
資
料
１
　
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
指
定
状
況
等

 
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
　

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
な
ど
に
よ
り
，
集
客
に
つ
な
げ
て
い
る
。

管
理
者
と
し
て
主
体
的
に
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

摘
　
要

現
指
定
管
理
期
間

募
集
方
法

指
定
管
理
者

施
設
数

施
　
　
　
設

H
20.4～

H
23.3

3
公
募

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
宮
城
県
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会

1
宮
城
県
こ
も
れ
び
の
森

1

H
21.4～

H
26.3

5
非
公
募

�
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
環

境
保
全
財
団

1
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
サ

ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー

2

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
宮
城
県
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会

1
宮
城
県
蔵
王
野
鳥
の
森
自

然
観
察
セ
ン
タ
ー

3

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

�
宮
城
県
猟
友
会

1
宮
城
県
ク
レ
ー
射
撃
場

4

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
宮
城
県
森

林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
協
会

1
宮
城
県
県
民
の
森

5

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

㈱
万
葉
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー

1
宮
城
県
昭
和
万
葉
の
森

6

H
21.4～

H
26.3

5
公
募

宮
城
県
民
会
館
管
理
運
営
共

同
企
業
体

1
宮
城
県
民
会
館

7

H
22.4～

H
25.3

3
非
公
募

（
公
財
）
慶
長
遣
欧
使
節
船

協
会

1
宮
城
県
慶
長
使
節
船

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

8

H
20.4～

H
23.3

3
公
募

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
杜
の
伝
言

板
ゆ
る
る

1
民
間
非
営
利
活
動
プ
ラ
ザ

9

※
H
23.4.1

民
間
へ
移
譲

H
18.4～

H
23.3

5
公
募

（
社
福
）
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会

1
宮
城
県
太
白
荘
　

10

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

（
社
福
）
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会

1
宮
城
県
介
護
研
修
セ
ン

タ
ー

11

※
H
23.4.1

民
間
へ
移
譲

H
18.4～

H
23.3

5
公
募

（
社
福
）
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会

1
宮
城
県
偕
楽
園
　

12

※
H
23.4.1

民
間
へ
移
譲

H
18.4～

H
23.3

5
公
募

（
社
福
）
宮
城
県
社
会
福
祉

協
議
会

1
宮
城
県
和
風
園
　

13

※
H
23.4.1

民
間
へ
移
譲

H
18.4～

H
23.3

5
非
公
募

（
社
福
）
恩
賜
財
団
済
生
会

支
部
宮
城
県
済
生
会

1
宮
城
県
乳
児
院
　

14

H
18.4～

H
23.3

5
公
募

（
社
福
）
宮
城
県
福
祉
事
業

協
会

1
宮
城
県
さ
く
ら
ハ
イ
ツ

15
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H
21.4～

H
24.3

3
非
公
募

塩
竈
市
観
光
物
産
協
会

1
塩
釜
漁
港
（
籬
）
の
指
定

施
設

35

H
21.4～

H
24.3

3
非
公
募

塩
釜
市
漁
業
協
同
組
合

1
塩
釜
漁
港
（
釜
の
渕
）
の

指
定
施
設

36

H
21.4～

H
24.3

3
非
公
募

牡
鹿
漁
業
協
同
組
合

1
鮎
川
漁
港
の
指
定
施
設

37

H
21.4～

H
24.3

3
非
公
募

気
仙
沼
市

1
気
仙
沼
漁
港
駐
車
場

38

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

�
宮
城
県
建
設
セ
ン
タ
ー

2
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区
港

湾
環
境
整
備
施
設

39

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

東
北
緑
化
環
境
保
全
㈱

1
仙
台
港
多
賀
城
地
区
緩
衝

緑
地

40

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

東
洋
緑
化
㈱

1
矢
本
海
浜
緑
地

41

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

�
宮
城
県
建
設
セ
ン
タ
ー

1
岩
沼
海
浜
緑
地

42

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

㈱
泉
パ
ー
ク
タ
ウ
ン
サ
ー
ビ

ス
1

宮
城
県
総
合
運
動
公
園

43

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

�
宮
城
県
建
設
セ
ン
タ
ー

1
加
瀬
沼
公
園

44

H
21.4～

H
24.3

3
非
公
募

�
宮
城
県
下
水
道
公
社

1
仙
塩
流
域
下
水
道

45

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

荏
原
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
㈱
東
北
支
店

1
阿
武
隈
川
下
流
流
域
下
水

道
46

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

石
垣
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱
東
北

支
店

2
鳴
瀬
川
流
域
下
水
道
・
吉

田
川
流
域
下
水
道

47

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

石
巻
環
境
サ
ー
ビ
ス
㈱

3

北
上
川
下
流
流
域
下
水

道
・
迫
川
流
域
下
水
道
・

北
上
川
下
流
東
部
流
域
下

水
道

48

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱

40
県
営
住
宅
等

49

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

�
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
1

宮
城
県
宮
城
野
原
公
園
総

合
運
動
場

50

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

�
宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
1

宮
城
県
第
二
総
合
運
動
場

51

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

陽
光
セ
ン
ト
ラ
ル
共
同
企
業

体
1

宮
城
県
仙
南
総
合
プ
ー
ル

52

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

宮
城
県
ボ
ー
ト
協
会

1
宮
城
県
長
沼
ボ
ー
ト
場

53

H
21.4～

H
24.3

3
公
募

宮
城
県
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財

団
・
同
和
興
業
・
セ
ン
ト
ラ

ル
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

2
宮
城
県
総
合
運
動
公
園

54

H
20.4～

H
23.3

3
公
募

宮
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会

1
宮
城
県
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場

55

H
22.4～

H
25.3

3
公
募

�
み
や
ぎ
婦
人
会
館

1
宮
城
県
婦
人
会
館

56

42団
体

118

※
「
施
設
」
は
，
募
集
単
位
に
よ
る
。

　
資
料
２
　
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
管
理
代
行
制
度
を
導
入
し
て
い
る
公
の
施
設

 
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
　

　　
資
料
３
　
県
直
営
の
公
の
施
設

 
平
成
22年

４
月
１
日
現
在
　

摘
　
要

現
管
理
代
行
期
間

管
理
代
行
者

施
設
数

施
　
　
　
設

H
21.4～

H
24.3

3
宮
城
県
住
宅
供
給
公
社

215
県
営
住
宅
（
県
営
住
宅
の

一
部
）

1

１
団
体

215

摘
　
　
要

条
例
の
名
称

施
設
数

施
　
　
　
　
　
設

公
文
書
館
条
例

1
宮
城
県
公
文
書
館

1

駐
車
場
条
例

1
宮
城
県
庁
県
民
駐
車
場

2

衛
生
技
術
者
養
成
施
設
条
例

1
宮
城
県
高
等
看
護
学
校

3

社
会
福
祉
施
設
条
例

1
宮
城
県
子
ど
も
総
合
セ
ン
タ
ー

4

社
会
福
祉
施
設
条
例

1
宮
城
県
中
央
児
童
館

5

社
会
福
祉
施
設
条
例

1
宮
城
県
さ
わ
ら
び
学
園

6

社
会
福
祉
施
設
条
例

1
宮
城
県
拓
桃
医
療
療
育
セ
ン
タ
ー

7

社
会
福
祉
施
設
条
例

1
宮
城
県
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
支
援
セ

ン
タ
ー

8
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産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
条
例

1
宮
城
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

9

職
業
能
力
開
発
校
条
例

5
県
立
高
等
技
術
専
門
校

10

農
業
大
学
校
条
例

1
宮
城
県
農
業
大
学
校

11

港
湾
施
設
等
管
理
条
例

1
仙
台
港
高
砂
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

12

公
営
企
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例

5
広
域
水
道
（
２
施
設
），
工
業
用
水
道

（
３
施
設
）

13

病
院
事
業
条
例

3
県
立
病
院
（
３
病
院
）

14

図
書
館
条
例

1
宮
城
県
図
書
館

15

美
術
館
条
例

1
宮
城
県
美
術
館

16

自
然
の
家
条
例

3
宮
城
県
自
然
の
家

17

歴
史
博
物
館
条
例

1
東
北
歴
史
博
物
館

18

30


